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出
羽
の
古
代
交
通
路
研
究
の
回
顧
と
展
望

山

田

122

は

じ

め

に

歴
史
地
理
学
で
重
要
な
課
題
と
な
る
の
は
､
地
域
変
遷
の
構
造
を
究
め
る
こ

と
で
あ
る
｡
そ
こ
で
､
筆
者
は
具
体
的
に
そ
れ
を
追
究
す
る
た
め
に
､
東
北
に

お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
の
漸
移
地
帯
の
地
域
変
遷
の
構
造
分
析
を
従
前
か
ら

試
み
て
い
る
｡
そ
の
分
析
に
は
論
ず
る
ま
で
も
な
く
､
多
く
の
地
域
構
成
要
素

か
ら
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
｡
そ
の

一
つ
に
道
路
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
｡
道
路

が
地
域
変
遷

(発
展
)
に
函
数
的
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
多
く
論
じ
ら
れ

て
い
る
｡
古
代
東
北
の
場
合
も
'
律
令
国
家
に
よ
る
東
北
開
発
や
対
夷
政
策
に

お
い
て
も
､
道
路
の
果
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､
長
い
歳
月

の
間
に
､
道
路
が
変
化
し
た
り
､
道
路
交
通
施
設
が
大
き
-
変
貌
し
た
り
､
消

滅
し
た
り
し
て
い
る
の
で
､
古
代
の
道
路
を
具
体
的
に
把
握
す
る
の
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
｡
そ
こ
で
､
筆
者
の
場
合
は
､
従
前
ま
で
に
先
達
諸
公
が
究
め

た
道
路
関
係
､特
に
古
代
道
路
の
研
究
を
回
顧
し
､
日
下
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
古
代
道
路
を
把
握
し
た
い
の
で
あ
る
｡
そ
れ
に
よ
っ
て
､
筆
者
が
試

み
て
い
る
漸
移
地
帯
の
地
域
変
遷
の
鹿
道
を
究
め
る

1
つ
の
手
懸
か
り
な
り
､

指
針
を
明
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

そ
の
た
め
､
す
で
に
陸
奥
の
場
合
に
つ
い
て
は
､
古
代
交
通
路
研
究
の
回
顧

と
展
望
を
試
み
た

(拙
稿
-
陸
奥
の
古
代
交
通
路
研
究
の
回
顧
と
展
望

岩
手
史
学
研

究

五
九
号

昭
和
四
九
年
)｡
な
お
､

そ
れ
に
加
え
て
､
｢陸
奥
の
古
代
交
通
路

研
究
に
関
す
る
二
つ
の
問
題
｣
を
碇
起
し
て
お
い
た

(拙
稿
-
歴
史
地
理
学
紀
要

1
六
号

昭
和
四
九
年
).

そ
の
二
つ
の
問
題
を
こ
こ
に
要
点
の
み
を
説
述
す
る
こ
と
に
す
る
｡

古
代
東
北
の
歴
史
地
理
を
考
究
す
る
場
合
､
律
令
体
制
側
は
､
道
路
に
限
ら

ず
､
蝦
夷
の
在
来
的
伝
統
的
体
制
を
律
令
体
制
の
な
か
へ
編
成
変
え
し
て
利
用

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
蝦
夷
側
の
体
制
が
律
令
体
制
内
に
編
入

さ
れ
､
蝦
夷
と
い
う
事
実
を
解
消
す
る
そ
の
過
程
の
分
析
か
ら
､
日
本
の
古
代

国
家
の
進
展
と
蝦
夷
と
い
う
も
の
の
関
係
を
理
解
し
た
い
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
｡そ
こ
で
､
ま
ず
陸
奥
辺
境
部
の
古
代
官
道
は
､
蝦
夷
が
往
来
し
て
い
た
道
路

を
､
律
令
体
制
内
の
進
展
に
伴
な
い
､
律
令
体
制
組
織
の
道
路
に
編
入
さ
せ
た

の
で
は
な
い
か
｡
い
わ
ゆ
る

｢
安
倍
道
｣
を
官
道
と
し
て
利
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
､
古
代
道
路
を
具
体
的
に
復
原
す
る
の
に
重
要
な
手
懸
か
り
は
な
い
｡

論
ず
る
ま
で
も
な
く
､
『延
書
式
』
や

『
倭
名
燥
衆
抄
』

等
の
古
文
献
に
よ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
､
具
体
的
に
駅
家
の
所
在
位
置
を
見
出
す
証
拠
に
何
が

あ
る
の
か
｡
残
念
な
が
ら
､

そ
れ
は
明
確
で

は
な

い
｡
駅
家
の
具
体
的
な
遺

構
が
あ
れ
ば
､
そ
れ
か
ら
手
懸
か
り
を
え
た
い
｡
幸
に
し
て
､
陸
奥
に
は
江
釣

子
新
平
に
古
代
駅
家
擬
定
遺
跡
が
本
格
的
に
考
古
学
的
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

た

(板
橋
源
-
岩
手
県
江
釣
子
村
新
平
遺
跡
発
掘
概
報
-

古
代
駅
家
擬
定
地
-

岩
手

大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報

一
五
巻

昭
和
三
四
年
)｡
陸
奥
の
古
代
駅
家
の
具
体
的

遺
構
は

一
例
し
か
な
い
｡
そ
こ
で
､
そ
の
新
平
遺
跡

(古
代
駅
家
擬
定
地
)
の
発

掘
報
告
を
検
討
吟
味
し
､
そ
れ
に
現
在
の
地
形

･
地
割
､
さ
ら
に
近
世
の
古
絵

図
や
明
治
前
期
の
地
押
国
を
照
合
し
て
､
新
平
遺
跡
を
具
体
的
事
例
と
し
て
､

駅
家
の
平
面
形
態
を
模
式
的
に
試
作
し
た
｡
勿
論
､
そ
の
試
作
に
対
し
て
は
､

今
後
も
多
く
の
事
例
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
目
下
の
と
こ
ろ
全
国
的

に
も
そ
の
例
は
な
い
｡
こ
の
試
作
図
は
､
現
存
の
地
割
や
地
籍
図
並
び
に
航
空

写
真
か
ら
､
駅
家
の
所
在
を
検
出
す
る
試
薬
的
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
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121

こ
の
よ
う
に
､
陸
奥
の
古
代
交
通
路
研
究
に
は
､
二
つ
の
問
題
が
所
在
す
る

こ
と
を
明
か
に
し
た
の
で
､
こ
れ
tst.を
基
礎
に
し
て
､
次
は
'
出
羽
の
古
代
交

通
路
を
復
原
し
よ
う
と
し
た
が
､
具
体
的
に
古
代
駅
家
を
検
出
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ

っ
た
｡
し
た
が
っ
て
､
.今
後
の
舌
代
東
北
の
歴
史
地
理
､
特
に
､
律
令

国
家
と
蝦
夷
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
地
域
変
遷
の
構
造
分
析
の
準
備
的
段
階
と

し
て
､
今
回
の
陸
奥
の
.場
合
に
引
続
い
て
､.
本
稿
を
草
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
｡
出
羽
の
場
合
も
同
様
､
陸
奥
の
古
代
交
通
路
研
究

に
お

い

て
論
じ
た
よ
う

に
､
蝦
夷
を
理
解
せ
ず
し
て
出
羽
を
､
そ
し
て
広
く
は
東
北
を
理
解
し
え
な
い

の
で
あ
る
｡

(121)

出
羽
の
地
理
的
基
礎

出
羽
の
東
部
に
は
奥
羽
の
背
染
山
脈
で
あ
る
奥

羽
山

脈

が
南
北
に
縦
走
す

る
｡
そ
の
西
に
出
羽
山
地
が
南
北
に
連
な
り
､
そ
の
間
に
､
南
か
ら
置
賜

･
村

山

･
最
上
.の
三
断
層
盆
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
｡
最
上
川
は
そ
れ
ら
の
盆
地
を

北
龍
し
､
最
上
盆
地
の
西
で
出
羽
山
地
を
先
行
谷
と
な
っ
て
切
断
し
､
山
地
の

西
部
に
庄
内
平
野
を
形
成
し
て
､
日
本
海
に
注
ぐ
｡
庄
内
平
野
は
肥
沃
な
沖
漬

堆
積
層
に
よ
っ
で
占
め
ら
れ
､
わ
が
国
の
有
数
な
穀
倉
地
帯
で
あ
る
｡

最
上
川
流
域
北
方
の
出
羽
山
地
と
奥

羽

山
脈
の
間
に
介
在
す
る
平
地
が
あ

り
､
そ
の
南
部
に
は
横
手
盆
地
､
北
部
に
は
鹿
角
盆
地
と
大
館

盆
埠

が
占
め

る
｡
横
手
盆
地
の
水
を
集
め
て
雄
物
川
が
流
れ
､
出
羽
山
地
を
横
切

っ
て
､
秋

田
平
野
を
貫
流
す
る
｡
雄
物
川
も
広
い
肥
沃
な
沖
積
平
地
を
形
成
し
､
わ
が
国

の
有
数
な
穀
倉
地
帯
を
造
成
し
て
い
る
｡
秋
田
県
北
部
の
鹿
角

･
大
館
両
盆
地

の
中
央
を
米
代
川
が
流
れ
､
能
代
平
野
を
形
成
し
て
､
日
本
海
に
流
入
す
る
｡

か
か
る
南
北
に
縦
走
す
る
両
山
岳
地
帯
が
縦
割
的
な
割
拠
的
地
域
を
形
成
す

る
基
盤
と
な
り
､
ま
た
過
去
に
は
東
西
の
統

一
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と

は
否
定
し
え
な
い
o
L
た
が
っゼ

'r
河
川
流
域
に
沿

っ
て
文
化
が
展
開
す
も
の

も
当
然
の
結
果
で
あ
る
｡
舌
代
遺
跡
も
そ
の
流
域
に
沿

っ
て
分
布
し
て
い
る
｡

律
令
以
前
の
交
通
路

山
形
県
の
先
史

･
原
史
の
遺
跡
分
布
を
み
る
と
､
縄
文
式
遺
跡
は
九
百
個
所

を
越
え
る
が
､
弥
生
式
遺
跡
は
僅
か
に
五
十
近
-
し
か
な
く
､
古
墳
時
代
以
降

の
原
史
遺
跡
は
急
に
多
く
な
り
､
五
百
数
拾
個
所
に
も
分
布

し
て
い
る

(誉
田

慶
恩
.
横
山
昭
男
-
山
形
県
の
歴
史

昭
和
四
五
年

十
二
頁
)｡
そ
の
う
ち
､
古
墳

時
代
以
降
の
原
史
遺
跡
は
旧
飽
海
郡
だ
け
で
､
二
割
余
.の
二
一
〇
近
く
も
の
遺

跡
が
分
布
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
､
出
羽
で
は
庄
内
平
野
の
酒
田
周
辺
が
早

く
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
｡
な
お
､
古
墳
の
主
要

遺
跡
の
分
布
を
み
る
と
､
最
上
川
の
流
域
に
比
較
的
に
多
い

(氏
家
和
典
･
加
藤

孝
-
｢東
北
｣
古
墳
文
化
の
地
域
的
特
色

近
藤
義
郎
･
藤
沢
長
治
共
編
-
日
本
の
考
古

学
Ⅳ

古
墳
時
代

(上
)

昭
和
四
一
年

河
出
葦
房
新
社

五
〇
九
-

五
一
〇
頁
)0

こ
の
よ
う
な
分
布
状
態
か
ち
み
て
も
､
最
上
川
に
潜

っ
て
出
羽
の
開
贋
が
進
展

I

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

秋
田
県
の
場
合
､
古
墳
の
分
布
は
､
秋
田
平
野
､
横
手
盆
地
､
鹿
角
盆
地
の

沖
碇
平
野
に
み
ら
れ
る

(今
村
義
孝
-
秋
田
県
の
歴
史

昭
和
四
五
年

十
1
頁
､
氏

家
･
加
藤
-
前
掲

五
.〓

頁
)0
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律
令
時
代
の
真
西
交
通
路

『続
日
本
紀
』
天
平
九
年

(七
三
七
)
正
月
二
十
二
日
に
は
､
今
ま
で
の
陸
奥

国
多
賀
城
か
ら
匪
勝
を
経
由
し

て
､
秋
田
出
羽
柵
に
通
ず

る
道
は
迂
遠
な
の

で
､
雄
勝
郡
衛
を
通
り
､
出
羽
称
に
向
う
直
路
を
計
画
し
た
J
記
さ
れ
.で

い

る
｡
こ
の
直
路
の
開
発
は
､
出
羽
の
軍
政

･
行
政
の
両
面
に
甚
大
な
潮
見
を
与

え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
四
年
前
の
天
平
五
年

へ七
三
三
)
十
二
月
三
十

六
日
に
は
'
出
羽
柵
を
秋
田
村
の
高
清
水
岡

(た
か
し
み
ず
お
か
)
に
遷
置
し
て

い
る

(続
日
本
紀
)｡
出
羽
柵

へ
の
直
路
を
設
置
し
た
あ
と
'
そ
の
年
の
四
月
十

四
日
の

『続
日
本
紀
』
の
記
事
に
よ
る
と
､
陸
奥
按
察
使
大
野
東
人
は
同
年
三

月

1
日
に
､
出
羽
に
向

っ
て
実
際
に
軍
事
行
動
を
展
開
し
て
い
る
.
そ
の
兵
力

は
約
六
千
で
､
色
麻
柵
か
ら
大
室
駅
に
進
撃
し
て
い
る
｡
色
麻
か
ら
大
室
ま
で



対比
.
/.‡20

を
十
日
で
行
軍
し
た
と

『続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
て
.1
る
が
､･
そ
の
距
離
は
不

明
で
あ
る
｡
し
か
し
､
賀
美
郡
か
ら
出
羽
国
最
上
郡
玉
野
ま
で
は
八
十
里
と
記

載
さ
れ
て
い
る

(続
日
本
紀

天
平
九
年
四
月
十
四
日
)
｡
『和
名
抄
』
(後
掲
の
刊
本

に
よ
る
)
に
牲

｢
色
麻
郡
色
麻
郷
｣
が
あ
り
､
現
在
の
宮
城
県
賀
莫
郡
色
原
村

四
声

二

開
脚
近
に
色
麻
柵
跡
が
擬
定
さ
れ
て
い
る

(高
橋
富
雄
･･蝦
夷

階
和

三
八
年

二
1
三
-
二
1
四
頁
)｡
最
近
､
こ
の
擬
定
説
に
対
し
て
､
天
平
九
年
の

大
野
真
人
の
遠
征
記
事
か
ら
､
そ
の
旋
定
地
は
適
当
で
は
な
.い
と
い
う
意
見
も

あ
る

(佐
々
木
茂
禎
‥
宮
城
県
古
川
市
伏
見
廃
寺
跡

考
古
学
雑
誌

五
六
巻
三
号

昭
和
四
六
年

五
三
1
五
四
頁
)｡
し
か
し
､
本
格
的
な
発
掘
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
の
で
､

い
ず
れ
と
も
論
定
し
え
な
い
｡
｢大
室
｣
は
､
最
上
川
支
流
丹
生
川

流
域
の
玉
野
原
に
お
け
る
舌
代
の
中
心
集
落
で
あ
ろ
う
か
ら
､
現
在
の
山
形
県

尾
花
沢
市
丹
生
正
厳
の
付
近
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
｡
『竜
田
東
伍
-
増
補

大
日
本
地
名
辞
書

七
巻

奥
羽

冨
山
房

昭
和
ノ四
十
五
年

(以
下

.地
名

辞
書
と
略
す
)』
(七
五
五
頁
)
に
､

｢大
室
｣

は
玉
野
の
地
に
あ
り
､
字

｢
正
厳

(し
よ
う
ご
ん
)｣
の
西
に

｢森
岡
｣
と
い
う
岡
が
あ
る
う
が
､▲こ
の
岡
が
大
室
岡

で
は
な
い
･か
と
い
ヶ
｡
ま
た
､
大
童
は
､
後
述
の
玉
野
と
同

一
で
あ
る
と
も
い

う
｡.
井
上
通
泰
も
そ
の
青
田
説
に
･従

っ
て
い
る

(井
上
通
泰
-
上
代
歴
史
地
理
新

苧

東
山
道

昭
和
一
八
年

以
下

新
考
と
略
す
｡
四
七
九
頁
)｡
前
に
戻
る
が
'

賀
莫
郡
か
ら
玉
野
ま
で
､
八
十
里
と
い
う
が
､
こ
の
里
数
を
後
世
の
里
数
に
換

算
す
る
と
､

一
三
里

一
二
町
で
あ
る
か
ら
､
色
麻
か
ら
羽
後
街
道
-
中
羽
前
街

道
-
母
袋

(
も
た
い
)
街
道
を
通
り
､
出
羽
に
至
る
コ
ー
ス

(新
考

四
八
〇

質
)､
す
な
わ
ち
､
鍋
越
越
を
し
て
大
室
に
至
る
と
し
て
も
'
ま
た
､
鳴
海
川
上

流
の
軽
井
沢
か
ら
銀
山
を
経
由
し
て

｢
大
室
｣
に
至
る
と
し
て
も
概
ね
妥
当
の

道
程
で
あ
る

(新
野
直
吉
･･古
代
東
北
の
開
拓

昭
和
四
四
年

塙
葦
原

二

九
頁
､

新
考

四
七
九
-
四
八
〇
頁
)｡
こ
の
路
線
は

｢
延
喜
｣
の
駅
路
と
は
別
で
あ
る
｡

大
野
雇
人
が
軍
事
的
遠
征
せ
進
行
し
た
時
か
ら
二
十
余
年
後
の
天
平
宝
字
三

年

(七
五
九
)
に
は
､
出
羽
国
に
雄
勝
郡
と
平
鹿
郡
と
が
新
置
さ
れ
､
玉
野

･
避

翼

･
平
尤

･
横
河

･
雄
勝

･
助
河
､
並
び
庭
陸
奥
国
の
嶺
基
の
駅
家
が
設
置
さ

れ
た

(続
日
本
紀

東
平
宝
字
三
年
九
月
二
十
六
且

｡
し
か
し
､
天
平
五
年

(七
三

≡
)
に
､
堆
勝
村
に
郡
が
建
て
ら
れ
た
と

い
う
記
事
が

『
続
日
本
紀
』

に
あ
る

天
平
五
年
十
二
月
二
十
六
且

｡
こ
の
記
事
と
､
前
述
の
天
平
宝
字
三
年
の

｢
強

置
出
羽
国
雄
勝
平
鹿
二
郡
｣
の
記
載
i
Jは
､
薯
干
重
複
し
､
ま
た
矛
盾
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
､
天
平
の
蛤
勝
置
郡
は
｢権
置
｣
で
あ

っ
た
と

考
え
.る
こ
と
に
よ
っ
て
処
置
し
よ
う
と
す
る
解
釈
説
が
行
な
わ
れ
て
小
る

(早

田
市
太
郎
-
秋
田
城
の
建
置

秋
田
県
史

一
巻

昭
和
三
七
年

一
七

〇-
一
九
七
頁
)
｡

l

出
羽
に
設
置
さ
れ
た
好

一
駅
家
の
玉
野
は
､
大
槻
如
電
町
『駅
路
屈

下
巻

大
正
周
年
』
二

三
〇
革

に
よ
れ
ば
､
山
形
県
北
村
山
郡
玉
野
村
原
田

(現
尾
花
沢

市
)
に

｢
玉
野
原
｣
と
称
す
る
平
地
が
あ
る
が
､
そ
の
平
地
に
玉
野
駅
家
の
所

在
を
擬
定
し
て
い
る
｡
大
槻
如
電
が
推
論
す
る
以
前
に
､
菅
田
兼
任
が
北
村
山

郡
の
正
厳

.(し
よ
う
ご
ん
)<g:現
尾
花
沢
市
2>
に
推
定
し
よ
う
と
試
み
た

(地
名
辞

書

七
五
五
頁
)｡
ま
七
､
最
近
で
は
新
野
直
吉
も
尾
花
沢
市
の

｢
正
厳
｣
附
近

で
あ
ろ
う
と
擬
定
し
て
い
る
｡
そ
の
根
拠
と
し
て
は
､
丹
生
川
右
岸

に
は
古
代

の
朱
砂
採
聴
関
係
の
集
落
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
;
ま
た
正
厳
に
､
｢裏
宿
｣
･

｢
下
宿

(本
宿
)
｣
･
｢
上
宿
｣
と
い
う
地
名
が
残
存
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
｡

そ
れ
ら
の
地
名
は
古
代
駅
跡
を
そ
の
ま
ま
表
示
す
る
名
称
で

は
な

い
と
し
て

も
､
そ
の
遺
制
を
中
世
以
後
ま
で
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
着
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
説
述
し
て
い
る
の
で
あ
る

(新
野
直
吉
-
前
掲
書

一
三

九
頁
)0

次
の
避
翼

(さ
る
ば
R
.)
駅
は
､
『
日
本
地
理
志
料
』
面
岡
良
弼
着

日
本
地
理

志
料

明
治
三
六
年
､
浜
田
敢
闘
題

都
岡
良
弼
著
‥
日
本
地
理
志
料

臨
川
書
店

昭

和
四
三
年

4g:以
下

地
理
志
料
と
略
す
3>
)
に
よ
れ
ば
､
｢猿
跳

(き
る
は
ね
)｣

の
義
で
､
そ
の
所
在
位
置
は
最
上
部
南
東
の
最
上
川
沿
岸
に
あ
る

｢
長
者
原
｣

(現

蘭
形
町
)
に
擬
定
さ
れ
て
い
る
｡
長
者
と
は
駅
長
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う

(四
四
二
頁
)｡
菅
田
東
伍

(地
名
辞
書

七
｣小
○
頁
)､
大
槻
如
電

廟
路
通

1

三
〇
百
)､
井
上
通
泰

(新
考

四
八
.?

四
九
〇
頁
)
も
避
巽
駅
所
在
位
置
を
舟

形
に
擬
定
す
る
説
に
共
鳴
し
て
い
る
｡
.『
駅
路
通
』
.
(
三
一〇
頁
)
に
よ
る
と
､
避

翼
を

｢
さ
ば
ね
｣
と
訓
ん
で
い
る
｡
.

右
の
避
巽
駅
所
在
地
の
舟
形
擬
定
説
の
根
拠
は
明
白
で
な
い
｡
地
図
に
よ
り

- 3-
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｢
玉
野
｣
か
ら
山
麓
に
沿

っ
て
北
上
し
､
猿
羽
根
峠

二

七
八
､
一
米
)
を
越
え

て
小
国
川
流
域
に
入
る
と
､
舟
形
町
の
大
字
舟
形
に

｢
一
ノ
関

･
御
蔵
択

･
屋

敷
野
｣､
そ
の
東
方
の
大
字
長
沢
に

｢
関
田

･
経
壇
原
｣
､
大
字
舟
形
の
南
西
方

の
小
国
川
が
最
上
川
に
合
流
す
る
東
岸
に
大
字
富
田
が
あ
り
､
そ
こ
に

｢
小
屋

坪
｣

と

｢
楯
｣

の
小
字
名
が
残
存
し
､
そ
の
北
方
に
大
字

｢
長
者
原
｣

が
あ

る
｡
富
田
集
落
は
藩
政
時
代
に
最
上
川
の
仲
継
港
と
し
て
繁
栄
し
､
そ
の
南
西

で
最
上
川
に
面
す
る

｢
本
堀
内
｣
は
新
庄
藩
の
舟
番
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
や
､
こ
の
集
落
が
本
来
の

｢
猿
羽
板
｣
で
あ
る
と
い
う
古
老
の
言
と
合
わ
せ

て
､
こ
こ
が

『
延
書
式
』
の
船
六
隻
を
備
え
た
水
駅
を
も
兼
ね
う
る
最
適
所
で

あ
る
と
藤
岡
謙
二
郎
は
推
定
し
て
い
る
｡
ま
た
､
藤
岡
は
､
考
古
学
的
資
料
と

合
考
し
て
､
大
字
長
沢
に

｢
関
田
｣
､
大
字
舟
形
に
｢
一
ノ
関
｣
の
小
字
の
存
在

す
る
こ
と
は
､
壇
原
を

｢
軍
団
原
｣
と
も
解
し
う
る
こ
と
で
あ
り
､
さ
ら
に
､

駅
家
に
近
い
出
羽
側
の
小
軍
団
跡
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
と

論
じ
て
い
る
｡
な
お
､
続
け
て
､
『延
書
式
』
の
避
翼
駅
と
そ
れ
以
前
の
同
名
駅

家
の
位
置
が
同

一
で
あ

っ
た
か
否
か
ほ
不
明
で
あ
る
が
､
小
国
川
沿
い
の
谷
口

に
.お
け
る

｢経
壇
原
｣
や
｢閑
｣
の
付
く
地
名
が
雄
勝
城
と
多
賀
城
と
を
結
ぶ
交

通
系
が

｢
鳴
子
越
｣
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
を
暗
示
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
と
説
述
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
｡
し
た
が
っ
て
､
藤
岡
は
玉
造
軍
団
か

ら
北
上
し
､
玉
造
駅
を
経
由
､
北
羽
前
街
道
を
避
翼
に
出
た
可
能
性
が
大
と
な

る
と
論
及
し
て
い
る

(藤
岡
謙
二
郎
･
足
利
健
亮

･
桑
原
公
徳
-
古
代
東
北
の
地
域
甲

心
に
関
す
る
若
干
の
歴
史
地
理
学
的
調
査
と
問
題
点

人
文
地
理

一
五
の
三

昭
和
三

八
年

二
三
二
-

二
三
三
頁
)｡
藤
岡
説
に
従
う
と
す
れ
ば
､
玉
野
駅
の
所
在
や
そ

の
位
置
を
何
処
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
大
き
な
疑
問
が
残
る
｡

次
の
平
弐

(ひ
ら
ほ
こ
)

は
､
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
の
設
置

で
あ

る

が
､
『
延
書
式
』
(国
史
大
系
編
修
会
-
薪
訂
増
補
国
史
大
系

延
書
式
後
篇

吉
川
弘

文
箱

昭
和
三
四
年

七
1
三
頁

以
下
こ

の
刊
本
に
よ
る
)
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
｡
『延
書
式
』

の
駅
路
は
､
平
犬
を
経
由
し
雄
勝

･
平
鹿
に
至
る
路
線
を
廃

線
に
し
て
い
る
｡
｢地
理
志
料
』
(四
四
三
頁
)
に
よ
れ
ば
､
そ
の
駅
家
を
最
上
郡

及
位

(の
ぞ
き
)
に
比
定
し
て
い
る
｡
及
位
は
現
最
上
郡
金
山
町

(か
ね
や
ま
ま

ち
)
の
北
部
に
当
り
､
雄
勝
峠
の
南
麓
に
あ
る
｡
金
山
町
北
部
の
山
が
､
天
平

九
年

(七
三
七
)
に
大
野
東
人
が
色
麻
柵
か
ら

｢
玉
野
｣
を
経
て
､
｢比
羅
保
許

山
｣
よ
り
堆
勝
村
に
至

っ
た
と
い
う

『続
日
本
紀
』
(天
平
九
年
四
月
1
四
旦
T
の

記
事
に
現
わ
れ
る
比
羅
保
許
山

(ひ
ら
.ほ
こ

や
ま
)
で
あ
る
.
･･
『地
名
辞
書
』

に

も
､

明
確
な
証
拠
は
な
-
､

具
体
的
な
平
尤
駅
の
所
在
位
置
は
不
詳
で
あ

る

が
､
地
名
の
考
証
と

｢玉
野
駅
｣.と
の
関
係
か
ら
､
最
上
郡
の
金
山
の
北
部
に
推

定
し
て
い
る

(七
六
九
頁
)｡
井
上
通
泰
も
青
田
説
に
従
う

(新
考

四
八
〇
･
四

九
九
買
)o

l
方
､
『
駅
路
通
』
(
二
三

頁
)
に
よ
れ
ば
､
平
文
駅
の
金
山
北
部
説

と
は
異
な
り
､
秋
田
県
雄
勝
郡
役
内
川
上
流
の
白
宮
内

(う
す
-
な
い
)
と
い
う

集
落
に
､
平
弐
駅
の
跡
が
あ
る
と
い
う
が
､
具
体
的
証
拠
を
掲
げ
て
い
な
い
0

両
説
と
も
に
､
明
確
な
根
拠
は
な
い
が
､
駅
路
の
距
離
の
関
係
上
､
横
手
盆
地

に
入
る
前
に

一
駅
家
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
の
で
､
最
上
盆
地
を
北
上
し
た
金

山
町
北
部
に
平
尤
駅
を
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
金

山
及
位
か
ら
北
に
向

っ
て
は
､
金
山
か
ら
北
東
方
の
有
産
峠
を
越
え
て
､
雄
勝

の
横
河
駅
に
至
る

(地
名
辞
書

八
八
二
頁
)｡
慶
長
以
前
に
は
､
金
山
か
ら
雄
勝

に
向
う
の
は
有
産
峠
を
利
用
し
た
と
い
う

(地
名
辞
書

七
六
九
頁
)0

横
河
駅
の
所
在
地
は
､
青
田
東
伍
に
よ
る
と
､
近
世
史
料
の
吟
味
か
ら
雄
勝

郡
横
堀

(雄
勝
町
)
に
擬
定
し
て
い
る

･(地
名
辞
書

八
八
二
頁
)｡

大
槻
如
電
は

明
確
な
証
拠
を
示
さ
な
い
が
､
吉
田
説
と
同
じ
-

｢
横
堀
｣

に
比
定
し
て
い
る

(駅
路
通

一
三
1
頁
).

こ
れ
に
対
し
て
井
上
通
泰
は
､

明
確
な
根
拠
も
な
い

が
､
横
河
駅
は
雄
勝
郡
秋
ノ
宮
村
役
内

(現

雄
勝
町
)
に
推
定
し
う
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
`
(新
考

四
九
九
頁
).
新
野
直
書

(前
掲
書

一
四
1
頁
)
は
横
堀

の

地
名
の
由
来
を
究
明
し
て
､
横
河
駅
の
横
堀
擬
定
説
を
否
定
し
､
地
形
や
河
川

●
●

状
況
お
よ
び
地
名

(小
字
名
)
か
ら
､
役
内
川
の
下
流
寺
沢
に
比
定
し
て
い
る
｡

誉
田
慶
恩

･
横
山
昭
男

(前
掲
書

三
一
百
)
は
新
野
説
の
ま
ま
で
あ
る
｡

横
河
駅
か
ら
雄
物
川
に
沿

っ
て
､
横
手
盆
地
の
平
地
に
入
っ
て
行
く
｡
羽
前

金
山
の
北
部
の
山
地
を
通
り
抜
け
て
下
り
た
所
に
雄
勝
城
が
あ

っ
た
と
考
え
て

よ
か
ろ
う
｡
ま
た
､

一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
､
郡
衛
や
城

柵
に
駅
家
が
併
設
さ
れ
る
か
近
傍
に
付
随
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
雄
勝
駅

- 4-
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も
､
雄
勝
城

(に
併
設
さ
れ
て
い
た
雄
勝
郡
衝
)
に
付
随
し
た
駅
家
で
あ
ろ
う

(也

理
志
料

四
四
四
頁
)｡
雄
勝
郡
符
は
雄
勝
城
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
｡
城
柵
の
所
在
は
､
現
雄
勝
郡
羽
後
町
西
馬
内
元
木

(に
L
も
な
い
も
と
ぎ
)､

す
な
わ
ち
､

元
柵
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
､

同
羽
後
町
足
田

(た
ら
だ
)
の
字

｢
ひ
ば
り
野
｣
に
も
城
柵
関
係
遺
跡
が
を
在
す
る
と
最
近
の
発
掘
に
･よ
り
確
認

さ
れ
つ
つ
あ
る

(秋
田
県
教
育
委
員
会
‥
羽
後
町
足
田
遺
跡
発
掘
調
査
概
報

秋
田
県

文
化
財
調
査
報
告
書

三
･
一
〇
二

七
集

昭
和
三
九

･
四
二
･
四
四
年

秋
田
県
教

育
教
育
委
員
会
発
行
､
羽
後
町
教
育
委
員
会
-
羽
後
国
足
田
門
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

昭
和
四
七
年

羽
後
町
教
育
委
員
会
)｡
そ
の
二
つ
の
遺
跡
の
存
在
は
､
時
期
に
よ

っ
て
郡
衛
が
移
転
し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(今
村
義

孝
‥
前
掲
菩

二
〇
頁
)｡

足
田
遺
跡
は
長
く
発
掘
が
継
続
さ
れ
て
お
り
､
近
い

将
来
に
は
そ
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
､

一
方
青
田
東
伍

が
地
名
研
究
に
よ
り
雄
物
川
左
岸
の
平
地
の
旧
新
成
村

(あ
ら
な
り
む
ら
)
郡
山

(こ
お
-
や
ま
)
《
現
在
は
羽
後
町
､
足
田
遺
跡
の
東
南
東
約

一
､
九
粁
の
地
点
》

に
雄
勝
郡
衛
を
擬
定
し
た
説
も
捨
て
き
れ
な
い

(地
名
辞
書

八
八
九
頁
)｡
井
上

通
事
は
吉
田
東
伍
の
郡
山
説
に
同
調
し
て
い
る

(新
考

四
九
九
頁
)｡
そ
し
て
､

そ
の
郡
山
の
南
西

一
､
八
粁
付
近
の
羽
後
町

｢
糠
塚
｣
に
雄
勝
駅
家
が
あ

っ
た

と
も
い
う

(新
野
直
吉
-
前
掲
書

一
四
一
頁
､
誉
田
慶
恩
･
横
山
昭
男
-
前
掲
菩

三
一
頁
)｡
し
か
し
､
糠
塚
に
雄
勝
駅
家
を
擬
定
す
る
根
拠
は
明
白
に
さ
れ
て
い

な

い
｡
『続
日
本
紀
』
の
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
の
記
事

(九
月
二
十
六
且

に

よ
る
と
､
出
羽
山
道
駅
路
の
駅
家
は
六
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
､
助
河
駅
は

第
六
番
目
の
記
載
で
あ
る
｡
し
か
し
､
『
駅
路
通
』
(
一
三
一
頁
)
に
よ
る
と
､
避

巽
の
次
が

｢
助
河
｣
で
あ
る
と
設
定
し
､
そ
の
位
置
を
山
形
県
最
上
郡
金
山
町

(か
ね
や
ま
ま
ち
)
に
比
定
し
て
い
る
｡
金
山

(か
な
や
ま
)
集
落

の
北
を
流
れ

る
有
産
川

(あ
り
ゃ
が
わ
)
は
､
鮭
川

(さ
け
が
わ
)
と
も
い
う
が
､
古
称
は
｢す

け
が
わ
｣
で
あ

っ
た
と
い
う
O
な
お
､
大
槻
如
電
は

『
地
理
志
料
』
(四
四
三
頁
)

に
説
述
し
て
い
る
内
容
と
同
様
に
'
す
な
わ
ち
､
『常
陸
国
風
土
記
』

の
多
賀

郡
助
河
の
条
に
､
｢
鮭
日
須
介
｣
と

い
う

こ
と
か
ら
､
鮭
川

(さ
け
が
わ
)
紘

｢す
け
が
わ
｣

で
あ
る
と
推
論
し
て
い
る
｡

そ
の
こ
と
か
ら
､
『
地
理
志
料
』

(四
四
三
頁
)
に
も
､
助
河
駅
を
最
上
郡
の
鮭
川
流
域
に
推
定
し
よ
う
と
す
る
考

え
で
あ
る
｡
し
か
し
'
六
番
目
に
記
載
さ
れ
た
助
河
駅
は
､
秋
田
城
に
向
う
由

理
郡

(由
利
郡
)
方
面
に
求
め
る
の
が

一
般
的

で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
新
野
直
音

に
よ
る
と
'
出
羽
山
道
駅
路
は
､
平
鹿
郡
建
郡
の
た
め
で
あ

る
と
説
く
｡
何

故
な
ら
､
『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
九
月
二
十
六
日
の
条
に
､

雄
勝

･
平
鹿
両
郡
を
建
郡
し
､
玉
野
助
河
路
線
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､

推
論
の
端
緒
は
あ
る
｡
さ
ら
に

『続
日
本
紀
』
の
記
事
か
ら
考
え
､
出
羽
山
道
駅

路
が
平
鹿
郡
家

へ
の
連
絡
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
助
河
駅
を
平
鹿
郡
内

に
存
在
す
る
と
考
え

て
い
る

(新
野
直
吉
-
前
掲
書

1
三
九
-

1
四
一
頁
).
そ

こ
で
､
平
鹿
郡
衛
の
所
在
地
が
問
題
に
な
る
｡
古
代
交
通
路
を
論
ず
る
場
合
､

国
府
や
郡
家
と
の
関
係
を
無
視
し
え
な
い
が
､
本
稿
で
は
国
府
や
郡
家
の
所
在

地
の
論
証
に
つ
い
て
は
､
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
､
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と

に
し
て
､
.要
点
の
み
を
説
述
す
る
｡
郡
得
と
駅
家
と
が
分
離
し
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
､
平
鹿
郡
符
の
位
置
を
ま
ず
検
討
す
る
｡
新
野
直
書
は
､
実

地
調
査
に
よ
り
､
地
形
環
境

･
考
古
学
的
遺
跡
､
遣
物
お
よ
び
小
字
名
等
か
ら

総
合
し
て
､
平
鹿
郡
増
田
町
平
鹿
に
擬
定
し
て
い
る
｡

こ
の
擬
定
地
の
近
傍
に

駅
家
が
あ
る
と
し
て
探
求
す
る
と
､
助
河
と
い
う
河
川
名
に
因
み
､
増
田
扇
状

地
の
南
縁
を

洗
う

よ

う

に
雄
物
川
に
合
流
す
る
皆
瀬
川
の
河
岸
に
求
め
ら
れ

る
｡
南
方
に
あ
る
横
河

寺
沢
)
駅
か
ら
山
麓
に
沿

っ
て
北
上
し
た
道
路
が
雄

勝
城
方
向

へ
の
路
と
分
か
れ
て
さ
ら
に
北
進
し
､
今
の
湯
沢
市
方
面
を
経
過
し

て
､
皆
瀬
川
を
渡
河
し
た
地
点
の
八
木
集
落
に
助
河
駅
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る

(新
野
直
吉
‥
前
掲
書

一
四
二
頁
)｡
新
野
髄
の
よ
う
に
､
雄
勝
郡
符
到

達
道
路
と
平
鹿
到
達
道
路
の
二
路
も
考
え
ら
れ
る
が
､
雄
勝
駅
家
を
経
由
し
て

助
河
駅
家
に
向
う
道
路
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
誉
田
慶
恩

･
横

山
昭
男

(前
掲
菩

三
一
頁
)
は
新
野
説
に
共
鳴
し
､
今
村
義
孝
は

(前
掲
書

二

〇
頁
)
平
鹿
郡
衛
に
到
達
す
る
ま
で
の
途
中
の
駅
家
で
あ
る
と
い
う
｡

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
､
多
賀
城
か
ら
秋
田
城

へ
の
連
絡
路
は
､
雄
勝
城
よ

り
直
接
西
の
丘
陵
を
越
え
て
､
由
利
柵
を
経
由
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
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し
か
し
､
『地
理
志
料
』
.一(.四
四
六
頁
)
に
よ
る
と
､
新
野
説
の
よ
う
に
八
木
擬

定
説
で
は
な
い
｡
勿
論
､
『地
理
志
料
』
が
完
結
.J
た
明
治
三
十
六
年

二
九

.Q

l1ll)
は
現
在
の
よ
う
に
多
く
の
考
古
学
的
事
実
が
発
見
零
れ
た
り
､
分
析
さ
れ

た
り
し
て
･い
な
い
の
で
､
考
証
凪
は
不
備
も
多
い
｡
唯
､
『地
理
志
料
A
(四
四
六

質
)
に
は
､
『延
書
式
』
に
助
河
駅
は
な
い
が
､
同
.｢神
名
帳
｣
に
山
本
郡
副
川
神

社
が
記
載
さ
れ
て
お
り
､
｢副
｣
は

｢す
け
｣
と
訓
む
の
で
'
｢助
川
｣
で
あ
る
i
J

い
う
6
,)
の
山
本
郡
と
い
う
の
は
､今
の
仙
北
郡
で
あ
る
(地
名
辞
典

九
〇
1
頁
)
｡

な
お
､
『地
理
志
籾
』
に
は
､
続
け
て

『
出
羽
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
､
堆
物
肌
に
令

流
す
る
玉
川
が
流
れ
て
い
る
が
､
こ
の
川
の
旧
名
を

｢
副
川
｣
と
呼
称
し
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
､
神
宮
寺
村

(昭
和
三
〇
年
三
月
三
一
日

神
岡
町
と
な
る
)
に

助
河
駅
家
が
あ

っ
た
と
説
述
し
て
い
る
｡

し
か
し
､
菅
田
東
伍
は
､
｢副
｣
は

｢
ス
ケ
｣
と
訓
め
な
い
こ
と
は
な
い
が
､-
延
書
式
神
名
帳
の
旧
訓
に

｢
副
｣
を

｢
ソ
へ
｣

と
静
注
し
て
い
る
の
で
､
｢
ソ
へ
｣

と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い

い
､
助
河
駅
家
は
神
宮
寺
村
で
は
な
く
､
雄
勝
よ
り
由
理

へ
の
通
路
に
あ
た
る

と
い
う

(地
名
辞
書

九
二
1頁
)｡
な
お
､
菅
田
東
伍
は
､
こ
の
山
本
郡
副
川
神

社
を
秋
田
郡

(南
秋
田
郡
)
添
川

(そ
え
か
わ
)
郷
に
比
定
す
る
の
は
､
同
名
異

地
で
あ
る
と
い
う

(地
名
辞
書

九
二
五
頁
)｡
井
上
通
泰
は
朝
岡
説
を
批
判
し
な

rJi
ら
も
共
鳴
し
て
い
る

(新
考

五
〇
二
-
五
〇
三
頁
)｡
な
お
､
吉
田
東
伍
は
､

天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
の
出
羽
山
道
駅
路

(玉
野
-
助
河
)
は
秋
田
に
通
ず

る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
､
雄
勝

か
ら
由
理
柵

に
向
う
間
の
一
駅
家
と
し

て
､
助
河
駅
を
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
説
-
｡
そ
し
て
､
助
河
駅
を
石

沢
川

(上
流
は
高
瀬
川
)
の
上
流
域
の
玉
米

(た
ま
ま
い
)
と
旧
下
郷
村

(東
由
利

村
西
部
)
と
の
間
.に
助
河
駅
家
の
位
置
を
推
察
し
て
い
る

(地
名
辞
書

八
七
〇

頁
)｡
具
体
的
な
位
置
は
不
詳
｡
明
確
な
証
拠
は
勿
論
発
見
さ
れ
て
い
な
い
｡
唯

参
考
ま
で
に
記
し
て
お
け
ば
､
旧
下
郷
の
東
部
で
､
高
潮
川
南
岸
に

｢
宿
｣
と

い
う
字
名
が
あ
る
｡

こ
･れ
ら
の
駅
家
が
い
ず
れ
も
厩
牧
令
(令
義
解

巻

八
)炎
国
史
大
系
編
修
会
編
-

.新
訂
増
補
国
史
大
系

令
義
解

昭
和
三
四
年

吉
川
弘
文
舘

二
七
LE
l頁
呼
に
規
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に

｢
毎
三
十
星
置

一
駅
ト
を
原
則
と
し
な
が
ら
地
勢
や
水
草
の

状
況
一に
応
じ
て
随
便
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
､
大
体
′

規
定
の
間
隔
里
数
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
｡
『続
日
本
紀
』

の
天
平
九

年
･.･(七
三
七
)
四
月
十
四
日
の
記
事
に
よ
る
と
､
大
野
東
人
は

｢
従
tt
(陸
奥
国
)

朱
美
郡
一至
〓
出
羽
国
最
上
郡
玉
野
l
八
十
里
｡

雄
二惣
是
山
野
形
勢
険
阻
】｡

而

人
馬
往
還
無
t大
難
難
l｡
従
JJ玉
野
一重
二戚
地
比
羅
保
許
山
l八
十
里
｡
地
勢
平

坦
無
レ
有
二危
険
一｡｣
と
い
っ
て
い
る
｡
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
､
賀
美
郡
か
ら

｢玉

野
｣
ま
で
､
八
十
雇
で
あ
り
､
｢玉
野
｣
か
ら

｢
比
羅
保
許
山
｣

ま
で
八
十
星

ヽ

で
あ
る
｡

八
十
里
を
現
在
の
距
離
数
に
換
算

す
る
と
大
体
四
三
､

六
粁
と
な

り
､
前
述
の
平
犬
駅
の
所
在
地
ま
で
大
体
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
そ
れ

な
の
に
､
平
尤
駅
を
雄
勝
峠
を
越
え
た
院
内
付
近
､
横
河
駅
を
平
鹿
付
近
､
助

河
駅
を
秋
田
城
に
至
る
中
間
駅
と
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
説
は
､
『厩
牧
令
』

へ前
掲
)
の
規
定
す
る
駅
間
里
数
に
甚
し
く
離
脱
す
る
こ
と
に
な
る
｡

大
体
､

『続
日
本
紀
』
の
天
平
と
天
平
宝
字
に
現
わ
れ
る
記
事
で
､
問
題
に
し
て
い
る

の
は
､
雄
勝
城
､
雄
勝
郡
､
平
鹿
郡
に
限
っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
､
秋
田
城
を

意
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い
Q
従

っ
て
､
秋
田
城
ま
で
の
路
程
に
お
い
て
駅
家

の
位
置
配
分
を
行
な
う
の
は
､
史
実
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
｡

要
す
る
に
､
別
に
考
え
れ
ば
出
羽
山
道
駅
路
は
､
横
手
盆
地
の
統
治
支
配
が

安
定
し
な
か
っ
た
た
め
に
､
秋
田
城
ま
で
駅
路
が
貫
通
し
な
い
う
ち
に
廃
絶
さ

れ
､
代

っ
て
出
羽
水
道
駅
路
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
の
時
期
は
明

確
で
は
な
い
が
､
山
道
の
蝦
夷
が
販
乱
し
､
最
上
郡
大
童
駅
ま
で
賊
手
に
落
ち

た
七
八
〇
年
頃
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
｡

『
延
書
式
』
に
は
出
羽
の
水
道
駅
路
で
示
さ
れ
て
い
る
｡
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延
書
式
の
駅
家
と
駅
路

最
上
郡
か
ら
北
上
し
て
雄
勝
郡
に
入
る
こ
と
を
避
け
､
最
上
川
を
下
り
日
本

海
岸
に
沿

っ
て
秋
田
城
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
｡
出
羽
の
延
書
式
駅
路
で
注
目

さ
れ
る
の
は
､
野
後

(の
じ
り
)
･
避
巽

･
佐
芸

(さ
け
)
･
自
谷

(し
ら
や
)
の

四
駅
に
船
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
駅
家
を

｢
水
駅
｣
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と
い
う
が
､.
『厭
牧
舎
』
.(前
掲
)
に
は

｢
凡
水
駅
不
レ
配
レ
烏
処
｡
量
二.閑
繁
一｡

駅
別
置
二船
四
隻
以
下
､
二
隻
以
上
l｡
随
レ
船
配
レ
丁
｡

駅
長
准
二陸
路
-置
｡｣

と
規
定
さ
れ
て
い
る
｡
越
後
国
に
､｢
渡
戸
船
二
隻
｣
と
い
う
の
が
あ
る
が
､
水

駅
は
出
羽
国
以
外
に
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
｡

『
延
書
式
』
の
記
載
順
序
に
い
え
ば
､
出
羽
国
の
第

一
駅
は
最
上
駅
で
､
駅

馬
十
五
足
､
伝
馬
五
足
で
あ
る
｡
陸
奥
国
柴
田
郡
小
野
駅

(名
取
川
南
岸
支
流
碁

石
川
支
流
前
川
の
下
流
)
か
ら
分
岐
し
､
北
川
を
潮
河
し
､
笹
谷
峠

(九
〇
六
米
)

を
越
え
て
出
羽
に
入
る
｡
す
な
わ
ち
､
現
在
の
笹
谷
街
道

コ
ー
ス
が
駅
路
の
順

路
を
踏
襲
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
最
上
駅
家
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
前

に
､
『和
名
抄
』
(京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

諸
本
集
成

倭
名
類
宋

抄

〔本
文
編
〕
臨
川
書
店

昭
和
四
三
年

以
下
和
名
抄
と
略
す
｡
六
三
七
頁
)
に
よ

る
と
､
最
上
郡
に
は
､.｢
郡
可

山
方

最
上

の
他
十

一
郷
｣
が
記
載
さ
れ
て

お
り
､
展
上
郷
に
眉
上
駅
家
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
『地
理

志
料
』
(四
四
一
項
)
に
よ
れ
ば
､
古
代
の
最
上
郡
で
､
後
世
の
南
村
山
郡
関
沢

･

新
山

へ現

山
形
市
東
郊
)
の
新
山

へし
ん
ざ
ん
)

は
旧
東
沢
村
の
大
字
で
あ
り
L､

そ
の
東
方
に

｢
関
沢
｣
が
あ
る
｡
｢関
沢
｣
は

一
名
･
r周
根
｣

と
も
い
い
､
藩

政
時
代
に
は
御
番
所
が
あ

っ
た

(地
.濁
辞
書

七
二
〇
頁
)
｡
そ
の
関
沢
に
最
上
厭

家
を
擬
定
し
て
い
る
｡
『地
名
辞
書
』
も

『
地
理
史
料
』

と
同
じ
見
解
で
あ
る

(七
一
七
頁
)｡
『駅
路
通
』
(
二

七
-
二

八
頁
)
に
は
､
南
村
山
郡
前
田

(ま

え
だ
)
に
擬
定
し
て
い
る
が
､

明
確
な
証
拠
は
な
い
｡
前
田
は
現
山
形
市
市
街

の
南
東
郊

(旧
瀧
山
村
)
に
あ
り
､
旧
称

｢
馬
星
田
｣
の
転
称
で
あ
る
と
い
う
｡

井
上
通
泰
は
史
料
を
分
析
し
て
､
郡
郷
や
交
通
路
を
詳
細
に
考
証
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
､
最
上
駅
家
に
つ
い
て
は
､
今
の
山
形
市
に
当
る
と
し
か
記
し
て
い

な
い

(新
考

四
八
九
頁
)0

次
は
村
山
駅
で
､
駅
馬
を
十
疋
備
え
て
い
た
｡
ま
ず

『和
名
抄
』
(六
三
七
頁
)

た
よ
る
と
､
｢最
上
部
｣
内
に

｢村
山
郷
｣
が
あ
る
｡

こ
の
村
山
郷
に
村
山
駅

家
の
所
在
を
推
察
し
う
る
｡
仁
和
二
月

_(八
八
六
)
十

1
月
十

1
.日
に
､
最
上
郡

の
六
郷
を
分
割
し
て
福
山
郡
を
建
置
し
た
｡

(国
史
大
系
編
修
会
編
‥
日
本
三
代
実

録

後
篇
∴

ー

昭
和
三
四
年

六
二
〇
頁
)･
『地
理
史
料
』
(四
四
三
頁
)
に
よ
れ
ば
､
村

山
郡
村
山

.(北
村
山
郡
小
田
島
村
)
に
郡
山

(
こ

お
-
や
ま
)
∴
の
地
名
が
あ
ヶ
､
こ

こ
が
郡
得
の
遠
地
で
､
駅
家
も
併
設
さ
れ
て
い
た
と
い
う
｡
郡
山
は
現
東
根
市

市
街
の
南
東
で
､
古
代
遺
跡
の
分
布
も
多
く
､
近
傍
の
押
縁
平
野
に
条
里
遺
構

が
残
存
し
て
い
る
｡
･駅
家
の
明
確
な
証
拠
は
な
い
が
､
青
田
東
伍
｣
地
名
辞
書
I.

七
四
頁
)､
大
槻
如
電

(駅
路
通

二

八
頁
)
も
井
上
通
泰

(新
考

四
八
九
頁
)

も
朝
岡
説
に
同
調
的
で
あ
る
｡

最
上
駅
か
ら
村
山
駅
家
ま
で
の
順
路
を
考
察
す
る
と
､
山
形
市
の
漆
山
､
天

童
市
の
清
池

(ん
よ
う
ち
)
こ
高
蒲

(た
か
だ
量

等
の
古
墳
分
布
地
を
経
て
､
さ

ら
に
北

へ
は
天
童
市
の
生
成

(な
り
う
)
の
条
里
地
割
分
布
地
を
抜
け
て
､
小

田
島
郡
山
の
村
山
駅
家
擬
定
地
に
至

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
前
述
し
た
が
小
田

島
付
近
に
は
古
代
遺
跡
の
分
布
が
多
-
､
さ
ら
に
北
部
の
東
根
市
市
街
西
部
に

は
条
里
地
割
が
分
布
す
る
｡
そ
の
な
か
を
通
り
､
楯
岡
を
過
ぎ
､
概
ね
羽
州
街

道
に
沿

っ
て
野
後

への
し
-
)
に
向

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
｡

『
延
書
式
』
に
よ
る
と
､
野
後
駅
家
に
は
駅
馬
十
疋
､
伝
馬
三
疋
､
船
五
隻

が
備
え
ら
れ
て
い
た
｡
『地
理
志
料
』
(四
四
二
頁
)
に
よ
れ
ば
､

野
後
駅
家
の

位
置
は
最
上
郡
の

｢
宝
野
原
｣
を
控
え
､
最
上
川
に
沿
う
所
に
あ
り
､
旧
名
は

｢
玉
野
｣
と
い
っ
た
と
説
述
し
て
い
る
｡

な
お
､
『続
日
本
紀
』

天
平
九
年
四

月
十
四
日
に
､
｢従
二賀
美
郡
一､

至
]1出
領
国
最
上
郡
玉
野
]<
十
里
｣

上
記
載

さ
れ
､
ま
た
天
平
宝
字
三
年
九
月
二
十
六
日
の
条
に
､
｢始
置
二出
羽
国
雄
勝

･

平
鹿
二
郡
｡

玉
野

･
避
翼

･
平
尤

･
横
河

･
雄
勝

･
助
河
｡｣

と
記
さ
れ
て
い

る
が
'
そ
の

｢
玉
野
｣
駅
家
に
野
後
駅
家
が
設
置
さ
れ
た
と
考

淡ゝ
て
い
る
の
で

あ
る
｡
し
か
し
'
『地
名
辞
書
』
(七
五
三
頁
)
に
よ
る
と
､
玉
野
は
尾
花
沢
市
の

＼

｢
丹
生
正
厳
｣
の
地
で
あ
り
､
丹
生
川
が
流
れ
る
｡
こ
の
川
を

一
名
野
尻
川
と

呼
Jb
､
し
か
も
､
丹
生
正
厳
に
｢
上
宿
｣
･
｢
下
宿
｣
の
遺
名
も
あ
る
｡
な
お
､
野

後
は
水
駅
で
河
川
に
臨
む
の
で
､
始
め
は

｢
玉
野
｣
に
野
後
駅
家
が
設
置
さ
れ

た
が
､
後
に
､

北
村
山
郡
の
大
石
田
に
転
置

さ
れ
た
と
い
う
｡

大
石
田
に
も

｢
今
宿
｣
の
地
名
が
残
る
｡
井
上
通
泰
は

『
地
名
辞
書
』
に
野
後
駅
家
の
位
置

を
去
野
駅
家
の
位
置
に
此
定
し
て
い
る
の
に
賛
成
し
え
な
い
と
説
述
し
て
い
る

･･薪
考

.四
八
九
皐

｡
し
か
し
.､
青
田
東
伍
は
野
後
駅
家
の
移
動
を
強
調
･)
て
い

一一7■｣-
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る
一の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る

(地
名
辞
書

七
五
三
頁
)｡
ま
た
､
『新
考
』
(四
八

九
頁
)
に
よ
る
と
､
野
後
駅
家
の
位
置
を
尾
花
沢
北
方
の
丹
生
川
の
沿
岸
に
擬

し
て
い
る
.｡
そ
れ
ら
の
考
察
に
対
し
て
､
新
野
直
吉
が
精
微
な
実
地
調
査
に
よ

り
､
ま
ず
名
称
に
つ
い
て
､
｢玉
野
原
｣
の
野
末
な
の
で
､
｢野
後
｣
と
呼
称
さ

れ
た
と
い
う
｡
次
に
､
色
麻
柵

へ
の
至
便
の
位
置
に
あ
り
､
ま
た
最
上
川
を
利

用
し
て
南
北
に
通.
ず
る
位
置
に

｢
野
後
駅
家
｣
を
考
え
て
い
る
｡
そ
う
す
る
と

丹
生
川

へ野
尻
川
)
が
最
上
川
に
合
流
す
る
地
点
の
北
岸
の

｢
駒
龍
｣

に
野
後

駅
家
を
擬
定
し
て
は
如
何
と
問
う

(新
野
直
吉
-
令
制
水
駅
の
実
地
研
究

日
本
歴

史

一
八
四
号

昭
和
三
八
年

一
八
頁

以
下

水
駅
の
実
施
研
究
と
略
す
)O
駒
鵠

付
近
に
は
､
主
要
な
古
代
遺
跡
の
分
布
は
な
い
｡

野
後
駅
家
か
ら
北

へ
は
､
最
上
川
を
舟
で
下
る
か
､
最
上
川
の
右
岸
に
沿

っ

て
､
猿
羽
根
峠
を
越
え
､
小
国
川
流
域
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

次
の
駅
家
は
避
翼
で
､
『延
書
式
』
に
よ
れ
ば
､
駅
馬
十
二
疋
､
伝
馬

一
疋
､

船
六
隻
を
備
え
て
い
る
｡
『和
名
抄
』
〓
ハ
三
七
頁
)
に
は
､
避
翼
駅
家
と
同
名
の

郡
名

･
郷
名
は
な
い
｡

こ
の
駅
家
に

つ
い
て
は
､
『続
日
本
紀
』
の
天
平
宝
字

三
年

(七
五
九
)
当
時
の
避
巽
と

『
延
善
式
』

の
遊
具
と
混
同
す
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
注
意
を
要
す
｡
『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
九
月
二
十
六

日
の
条
に
記
載
さ
れ
た
出
羽
山
道
駅
路
の
避
翼
の
位
置
に
つ
い
て
は
､
前
述
し

た
通
り
で
あ
る
｡
『地
理
志
料
』
(四
四
二
頁
)
に
よ
れ
ば
､
そ
の
位
置
を
最
上
郡

長
者
原

(現

舟
形
町
内
)
に
擬
定
し
て
い
る
が
､
『延
書
式
』
駅
路

の
避
巽
駅

の
位
置
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
｡
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
の
避
巽
駅

家
の
位
置
に
つ
い
て
は
､
青
田
東
伍

(地
名
辞
書

七
六
〇
頁
)
も
都
岡
説
に
同

調
し
て
お
り
､
井
上
通
春
は
青
田
説
に
対
し
て
批
判
的
で
は
あ
る
が
､
大
体
共

鳴

し
て
い
る

(新
考

四
八
九
-
四
九
〇
頁
)｡
『駅
路
通
』
(
二

九
頁
)
も

『
地

理
志
料
』
の
長
者
原
説
に
従

っ
て
い
る
が
､
い
ず
れ
も
具
体
的
に
明
確
な
位
置

を
推
定
し
て
い
な
い
｡

と
こ
ろ
が
､
青
田
東
伍
は

『延
書
式
』
に
避
翼
駅
家
を
水
駅
に
規
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
､
舟
形
の
長
者
原
で
は
出
羽
の
交
通
幹
線
の
役
割
を
果
す
最
上

川
の
水
陸
緯
節
点
と
し
て
便
利
で
は
な
い
し
､
ま
た
最
上
か
ら
北
部

へ
の
交
通

上
の
便
宜
を
考
え
れ
ば
､
本
合
海

(も
と
あ
い
か
い
-
.相
川
･
合
川
･
合
貝
･
鮎
貝
)

が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
た

(地
名
辞
書

七
六
〇
･
七
六
五
頁
)0
_
本
合
海
は
舟

形
町
の
北
西
方
で
､
新
庄
市
の
南
西
に
位
し
､
薪
田
川
が
最
上
川
に
合
流
す
る

地
点
の
東
岸
に
立
地
す
る
｡
井
上
通
泰
も
青
田
と
同
じ
-

『式
』
の
避
翼
駅
を

｢
本
合
海
｣

に
擬
定
し
､
青
田
説
に
共
鳴
し
て
い
る

(新
考

四
八
九
I

臥
九
〇

戻
)｡
し
か
し
､
新
野
直
舌
は
､
現
地
を
詳
細
に
調
査
し
､
｢長
者
伝
説
｣
や
｢
田

村
麻
呂
伝
説
｣､

そ
れ
に
中
世
の
伝
説
､

お
よ
び
古
く
か
ら
の
開
拓
の
状
態
か

ら
考
察
し
､
舟
形
町
の
西
部
で
､
小
国
川
が
最
上
川
に
合
流
す
る
地
点
の
北
岸

｢
福
寿
野
｣
の
東
綾
部

｢
長
者
原
｣
に
推
定
し
て
い
る
が
､
具
体
的
な
根
拠
は

な
い

(水
駅
の
実
地
研
究

二
1
1
二
二
頁
)C

避
翼
は
水
駅
で
あ
る
か
ら
､
最
上
川
を

下
っ
て
次
の
佐
芸

へさ
き
)
駅
に
向

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
｡
『延
書
式
』

に
よ
る
と
､

佐
芸
駅
は
駅
馬
十
足
と

舟
五
隻
を
保
有
し
て
い
る
｡
『和
名
抄
』
に
は
｢佐
芸
｣
の
郡
名
も
郷
名
も
な
い
0

天
平
宝
字
三
年

へ七
五
九
)
の
出
羽
山
道
駅
路
の
よ
う
に
､
『延
書
式
』

の
駅

路
は
避
翼
か
ら
雄
勝

へ
向

っ
て
北
上
す
る
こ
と
を
避
け
､
前
述
し
た
よ
う
に
､

『延
書
式
』
の
規
定
に
よ
る
水
駅
を
設
け
､
最
上
川
を
下
っ
て
日
本
海
岸
に
出

て
､
そ
こ
か
ら
海
芹
に
沿

っ
て
秋
田
に
向

っ
た
｡
最
上
川
が
出
羽
山
地
を
先
行

谷
と
な
っ
て
､
横
切
る
た
め
に
､
両
岸
に
山
地
が
迫
り
へ
陸
路
に
よ
る
往
来
が

困
難
で
あ
り
､
水
路
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
ず
､
『地
理
志
料
』
(四
四
三
頁
)
に
よ
る
と
､
｢佐
芸
之
言
埼
也
､
謂
二曲

岸
一也
､
寒
河
江
川
至
レ
此
会
最
上
川
､
故
名
｣
と
記
述
し
て
い
る
が
､
前
述
し

て
き
た
諸
駅
家
の
所
在
か
ら
､
首
肯
し
え
な
い
｡
『地
名
辞
書
』
(七
四
三
頁
)
に

も
､
佐
芸
風
の
寒
河
江
擬
定
説
は
誤
で
あ
る
と
の
べ
､
最
上
川
が
山
之
内
横
谷

を
流
出
し
た
西
口
で
､
立
谷
択
川
が
最
上
川
に
合
流
す
る
地
点
の
南
岸
に
あ
る

清
川

(き
よ
か
わ
)=
東
田
川
郡
立
川
町
北
部
に
比
定
し
て
い
る

(八
二
四
頁
)0

青
田
東
伍
の
清
川
比
定
の
根
拠
は
､
『義
経
記
』
･
『
風
土
記
略
』

等

の
記
述
か

ら
の
推
察
で
あ
り
､
具
体
的
証
拠
で
は
な
い
｡
井
上
通
泰

(新
考

四
九
〇
頁
)

は
､
青
田
説
に
共
鳴
し
､
佐
芸
駅
を
東
田
川
郡
の
清
川
に
比
定
し
､
さ
ら
に
加

え
て
､
白
糸
峡

(山
之
内
横
谷
=
最
上
峡
谷
)
の
北
岸
は
往
来
不
通
な
の
で
､
本

- 8-1



(114)114

合
海

(避
寒
駅
家
)
で
最
上
川
の
左
岸
に
渡
り
､
清
川

(佐
芸
駅
)
に
て
右
岸
に

復
す
と
述
べ
て
い
る
｡
な
お
､
井
上
は
佐
芸
駅
か
ら
出
羽
国
府
に
至
る
に
は
最

上
川
の
左
岸
を
西
下
し
た
と
い
う
が
､
筆
者
は
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
点

が
多
い
と
思
う
｡

l
方
､
『駅
路
通
』
に
よ
る
と
､

佐
芸
駅
は
水
駅
で
あ
り
､

1
日
行
程
で
､

舟
で
飽
海
駅
に
達
す

二

1
入
貢
)｡
し
か
し
､
曳
舟
で
潮
河
す
る
に
は
五
日
程

を
要
す
と
い
う
｡
な
お
､
大
槻
如
竜
は
､
舟
蔵
の

一
日
行
程
か
ら
推
察
し
て
､

佐
芸
水
駅
を
北
村
上
郡
の
大
石
田

(お
お
い
し
だ
)
に
擬
定
し
て
い
る
｡
地
名
上

は
､
｢佐
芸

(さ
き
)｣
の
残
存
は
な
い
が
､

大
石
田
の
少
し
下
流
の
最
上
川
に

丹
生
川
が
合
流
す
る
地
点
に

｢
川
前
｣
へ旧
亀
井
田
村
)
が
あ
り
､

現
在
は

｢
か

わ
ま
え
｣
と
い
う
が
､
古
称
は

｢
か
わ
さ
き
｣
で
あ

っ
た
と
い
う

(駅
路
通

1

一
入
頁
)｡
な
お
さ
ら
に
､
『地
各
辞
書
』
(七
五
二
頁
)
に
よ
る
と
､
大
石
田
に

は
藩
政
時
代
に
川
船
役
所
が
あ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
｡

し
か
し
､
｢
佐
芸
｣

は

｢
さ
け
｣
に
通
じ
､
鮭
川
が
最
上
川
に
合
流
す
る
地
点
の
近
傍
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
し
､
な
か
に
は
神
田

(最
上
郡
戸
沢
村
)
付
近
に
推
定
す
る
説
も
あ
る

が
､
新
野
直
音
は
実
地
調
査
に
よ
-
､
｢
さ
け
｣

の
語
音
に

｢
佐
芸
｣

が
通
じ

る
こ
と
と
､
野
後
駅
家
や
避
翼
駅
家
の
よ
う
に
､
水
陸
交
通
の
結
節
点
で
あ
る

河
川
の
合
流
点
に
位
置
す
る

｢
真
木
新
田
｣

に
擬
し
て
い
る
｡
｢真
木
｣
は
最

上
郡
鮭
川
村
で
､
曲
川
が
鮭
川
に
合
流
す
る
地
点
に
あ
る

(水
駅
の
実
地
研
究

二
五
頁
)｡
真
木
は
､
駅
馬
の

｢牧

へま
き
)｣
に
関
係
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い

と
新
野
は
追
記
し
て
い
る
｡

避
翼
駅
家
か
ら
陸
路
で
は
､
現
在
の
道
路
か
ら
推
察
し
て
､
舟
形
町
の
長
者

原
､
新
庄
市
南
西
の
芦
沢

･
角
沢
､
同
市
街
南
部
の
小
田
島

･
下
山
崎

･
泉
川

か
ら
斉
木
に
到
達
し
た
と
想
像
し
う
る
｡
真
木
付
近
は
主
要
な
古
代
遺
跡
の
分

布
は
な
い
｡
最
近
で
は
､
佐
芸
駅
の
位
置
に
つ
い
て
は
､
清
川
説
よ
り
も
真
木

説
の
方
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る

(誉
田
慶
恩

･
横
山
昭
男
-
前
掲
書

三
二
頁
)0

次
の
駅
家
は

『延
書
式
』
に
よ
れ
ば
､
佐
芸
駅
の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

は
､
遊
佐

(ゆ
き
)
駅
で
あ
る
｡
『地
名
辞
書
』
(八
二
八
星

に
よ
る
と
.､
出
羽

国
駅
家
の
最
上
か
ら
佐
芸
ま
で
は
､
陸
奥
国
柴
田
郡
小
野
駅
か
ら
の
駅
次
で
あ

り
､
遊
佐
か
ら
秋
田
ま
で
は
国
府
か
ら
の
駅
次
で
あ

る

と

い
う
｡
し
か
し
､

『延
書
式
』
に
よ
る
と
､
遊
佐
の
次
か
ら
先
は
､
甜
方
､
由
理
､
白
谷
､
飼
海
､

秋
田
の
順
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
吉
田
東
伍
は
､
｢飽
海

(あ
-
み
)

は
佐
芸

(今
の
清
川
)
よ
り
遊
佐

へ
の
直
径
に
あ
た
り
､

国
府
の
傍
路
に
属
す
､

故
に
後
に
於
き
て
追
録
せ
る
か
｡
秋
田
駅
は
､
秋
田
城
下
な
り
｡｣
と
い
う

(地

名
辞
書

八
二
入
貢
)｡
と
こ
ろ
が
､

井
上
通
泰
は
､
次
の
よ
う
に
推
論
し
て
い

る
｡
｢順
序
よ
り
見
れ
ば
飽
海
は
自
谷
と
秋
田
と
の
間
に
在
る
べ
け
れ
ど
両
駅

の
間
に

一
駅
を
容
る
る
余
地
な
-
又
此
地
方
に
飽
海
と

い
ふ
処

な
し
｣
と
い

い
､

さ
ら
に
続
け
て
､
『地
名
辞
書
』
に
､
｢飽
海
は
､

国
麻
の
傍
路
に
属
す
､

故
に
後
に
於
き
て
追
録
せ
る
か
｣
と
い
う
の
は
､
｢理
由
と
は
成
ら
ず
不
審
｣
で

あ
る
と
い
う

(新
考

五
一
丘
頁
)｡
『和
名
抄
』
に
よ
る
と
､
｢飽
海
郡
飽
海
郷
｣

(六
三
七
頁
)
が
あ
り
､
飽
海
郷
は
飽
海
郡
家
の
所
在
地
で
は
な
い
か
と
推
察
し

う
る
｡
ま
た
､
｢遊
佐
｣
の
郷
名
も
飽
海
郡
に
あ
る
｡
駅
家
名
と
同
名
の
郷
名
が

あ
り
､
な
お
､
郡
家
は
駅
家
を
兼
掌
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
飽
海
郡
に
飽

海
駅
家
と
遊
佐
駅
家
が
あ

っ
た
と
筆
者
は

一
応
考
え
た
い
｡
現
飽
海
郡
平
田
町

に

｢
郡
山

(
こ

お
り
や
ま
)｣

の
大
字
が
あ
り
､
そ
の
周
辺
に
古
代
遺
跡
の
分
布

が
多
い

(文
化
財
保
護
委
員
会
-
全
国
遺
跡
地
図
-
山
形
県

昭
和
四
一
年

三
図
)0

『
地
理
志
料
』
(四
四
七
頁
)
の
説

に
沿

い

『
地
名
辞
書
』
(八
二
八
頁
)
に
も
､

平
田
町
の
郡
山
を
飽
海
郡
家
の
所
在
地
に
擬
定
し
て
い
る
｡
そ
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
､
｢佐
芸
｣
と

｢
遊
佐
｣

の
間
に
飽
海
の
駅
家
が
あ
る
こ
と
に
な
る
｡

し

か
し
､
両
駅
の
間
に

｢
飽
海
｣
を
記
載
し
な
か
っ
た
の
は
､
｢飽
海
｣

と

｢
秩

田
｣
の
両
駅
が
､
後
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
､
両

駅
の
駅
馬
の
数
が
多
過
ぎ
る
の
で
､
そ
う
と
も
思
え
な
い
｡
そ
の
よ
う
な
筆
者

の
推
論
は
､
す
で
に
井
上
通
泰
が

『新
考
』
.
(五
二
ハ
頁
)
に
論
じ
､
『延
書
式
』

記
載
の
伝
馬
の

｢
避
翼
｣
の
順
序
は
確
か
に
誤

っ
て
い
る
の
で
､
出
羽
国
の
駅

馬

･
伝
馬
の
順
序
に
は
誤
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
｡
さ
ら
に
､
井
上
は

続
け
て
､
｢秋
田
よ
り
発
し
て

国
府
に
到
ら
む
に
遊
佐
よ
り
東
南
佐
芸
に
到
り

佐
芸
よ
り
更
に
西
北
国
府
に
到
ら
む
に
徒
に
途
と
時
と
を
費
せ
ば
遊
佐
の
南
方

に
飽
海
駅
せ
置
き
遊
佐
よ
り
飽
海
を
経
て
直
に
国
府
に
到
り
し
か
｡
即
飽
海
は
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秋
田
城
と
出
羽
国
府
と
の
交
通
の
為
に
設
け
L
に
て
､
厭
路
の
幹
線
に
属
せ
ず

従
ひ
て
佐
芸
と
遊
佐
と
の
間
に
つ
い
で
が
た
け
れ
ば
故

(こ
と
さ
ら
)
に
白
谷
と

秋
田
と
･の
間
に
つ
小
で
た
る
か
｡｣
と
推
論
し
て
い
る

薪
考

五
1
六
頁
)｡
青

田
説
も
井
上
説
も
と
も
に
最
上
川
下
流
右
岸
河
岸
の
地
点
で
は
な
い
｡
そ
れ
に

対
し
て
'
新
野
直
吉
は
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
｡
『地
理
志
料
』
や

『地
名

辞
書
』
に
論
ず
る
よ
う
に
､
新
野
も
飽
海
郡
の
平
田
郡
山
に
飽
海
郡
家
を
擬
定

し
､
そ
こ
に
飽
海
駅
家
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
､
最
上
峡
西
口
の

｢
清

川
｣
か
ら
飽
海
駅
家
を
経
由
し
な
い
で
遊
佐
駅
家
に
至
る
と
す
れ
ば
､
｢清
川
｣

か
ら
最
上
川
河
口
付
近
ま
で
に
も
う

1
駅
を
設
け
て
上
陸
し

｢
藩
佐
｣

に
向
う

ほ
か
は
な
い
と
い
う
｡
新
野
は
さ
ら
に
続
け
､
最
上
川
の
河
口
の
現
在
の
酒
田

港
付
近
に
で
も
何
か
立
寄
る
べ
き
目
的
が
な
い
限
り
､
最
短
距
離
の
飽
海
郡
山

(郡
家
)
を
避
け
て
､
秋
田
城
に
向
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
論
じ
て
い
る
｡

な
お
､
飽
海
は
最
上
川
北
岸
流
域
の
駅
家
で
あ
り
､
国
府
が
南
岸
に
所
在
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
､
飽
海
駅
家
は
国
府
に
便
宜
で
な
い
こ
と
は
､
佐
芸

駅
を

｢
清
川
｣
に
擬
定
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
O
も
し
国
府
が
最
上
川
北
岸
に

あ
る
場
合
､
飽
海
駅
は
国
府
に
対
し
て
便
宜
を
与
え
る
が
､
し
か
し
､
目
下
の

と
こ
ろ
､
本
楯

(城
輪
)
柵
以
外
に
､
最
上
川
北
岸
に
然
る
べ
き
擬
宅
地
が
な

い
の
で
､
こ
こ
で
あ
れ
は
､
飽
海
駅
よ
り
も
遊
佐
駅
の
方
が
､
府
傍
の
駅
家
に

相
応
す
る
位
置
に
あ
る
と
新
野
は
推
論
し
て
い
る
(水
駅
の
実
地
研
究

±
四
頁
)
｡

最
上
川
の
下
流
北
岸
に
出
羽
国
府
が
あ
り
､
出
羽
の
駅
路
が
秋
田
城
に
通
ず
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
､
最
上
川
の
右
岸
に
駅
家
が
立
地
す
る
の

が
便
利
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
な
の
に
､
そ
の

一
般
的
な
利
便
性
と
は
反
対
に
､
.佐

芸
駅
が
最
上
川
南
岸
の

｢
清
川
｣

に
擬
定
さ
れ
る
点
に
は
疑
問
が
残
る
｡
｢清

川
｣

の
北
岸
に
佐
芸
駅
を
比
定
す
る
と
す
れ
ば
､
飽
海
郡
山

(郡
家
)
に
擬
定

さ
れ
る
飽
海
駅
上
の
距
離
関
係
､
ま
た
右
岸
の

｢荒
興
野
｣
･
｢松
嶺
｣

に
は
釈

田
を
保
有
し
う
る
可
能
性
は
な
い
｡
｢荒
興
野
｣

は
近
世
初
期

に
成
立
し
た
開

拓
集
落
で
あ
る
｡
従

っ
て
､
佐
葛
駅
の
擬
定
地
は
､
前
述
し
た
よ
う
に
｢鮭
川
｣

説
が
妥
当
で
あ
ろ
-

(水
駅
の
実
地
研
究

二
四
-

二
五
頁
)
0

扱
て
､
出
羽
国
府
に
つ
い
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
が
､
論
題
か
ら
外
れ
る
の

で
､
本
論
に
関
係
の
あ
る
部
門
に
つ
い
て
若
干
説
述
す
る
｡
出
羽
国
の
拠
点
で

あ
る
出
羽
国
府
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か
｡

天
平
五
年

へ七
三
三
)
十

二
月
二
十
六
日

(続
日
本
紀
)
に
･
出
羽
柵
は

一
挙
に
百
粁
以
上
も
北
進
し
て
､

秋
田
村
高
清
水
岡
に
選
置
さ
れ
た
｡
し
か
し

『職
官
志
』
に
､
こ
の
時
は
移
転

の
議
が
あ

っ
た
だ
け
で
､
実
際

に
は
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
に
移

っ
た
と

し
て
い
鳶

誉
田
慶
恩

･
横
山
昭
男
は
､
そ
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
信
じ
が
た
い

が
､
恐
ら
-
国
府
は
､
な
お
も
と
の
出
羽
柵
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と

を
示
す
と
推
察
し
て
い
る

(山
形
県
の
歴
史

二
七
頁
)
｡
延
暦
二
十
三
年

(八
〇

四
)
十

一
月
二
十
二
日

(日
本
後
記
)
に
､
｢秋
田
城
建
置
以
来
四
十
余
年
｣

と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
､
七
六
〇
年
前
後
に
は
､
出
羽
柵
が
秋
田
城
と
し
て
の
.内

容
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

(新
野
直
吉
-
出
羽
柵
と
秋
田
城

伊
東
信
雄
･
高

橋
富
雄
-
古
代
の
日
本

八
巻

東
北

角
川
書
店

昭
和
四
五
年

二
三

頁
)
｡
出

羽
国
府
が
秋
田
城
に
設
置
さ
れ
て
い
た
時
期
は
短
期
間
で
あ

っ
た
｡
蝦
夷
の
坂

乱
に
お
び
え
､
宝
亀
六
年

(七
七
五
)
十
月
十
三
日
､
『続
日
本
紀
』
に
早
く
も
出

羽
周
府
を
遷
す
こ
と
を
朝
廷
に
奏
上
し
た
旨
の
記
事

が
あ

る
｡

宝
亀
十

一
年

(七
八
〇
)
に
は
す
で
に
､
出
羽
国
府
は
河
辺
に
あ

っ
た
(続
日
本
紀

八
月
二
十
三

且

｡
か
つ
て
､
そ
の

｢
河
辺
｣
を
雄
物
川
西
岸
の

｢
河
辺
郡
｣
と
解
し
た
説
も

あ

っ
た
が
､
今
日
で
は
最
上
川
河
口
付
近
と
解
し
て
小
る
｡

こ
の
時
期
に
は
､

出
羽
国
府
が
後
退
し
て
､
飽
海
郡
に
所
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
延
暦
二
十
三
年

(八
〇
四
)
に
､
出
羽
国
司
は
､
出
羽
国
の
北
隅
に
孤
立
し
､
｢無
レ隣
二相
救
こ
と

な
っ
た
状
態
の
秋
田
城
を
停
廃
し
､
河
辺
府
を
確
保
し
た
い
と
奏
上
し
許
可
さ

れ
て
い
る

へ日
本
後
紀

十
1
月
二
十
二
日
)0
『
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
(八
八
七
)

五
月
二
十
日
の
条
に
よ
る
と
､

出
羽
の

｢
国
府
は
出
羽
郡
井
口

(い
-
ち
)
の

地
に
在
り
｣
と
あ
り
､
延
暦
年
間
に
坂
上
田
村
麻
呂
の
奏
上
に
よ
っ
て
建
設
ざ

れ
た
と
い
っ
て
い
る
｡
し
か
し
､
｢河
辺
府
｣
と

｢
井
口
｣

の
国
府
の
関
係
紘

不
詳
で
あ
る
が
､
井
口
の
位
置
に
つ
い
て
は
､
酒
田
市
大
字
書
田
と
す
る
説
が

有
力
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
菅
田
と
城
輪
柵
跡
ま
で
は
.四
粁
足
ら
ず
の
距

離
に
あ
る

(誉
田
丁
横
山
･･前
掲
書

二
八
頁
)｡

な
お
､
仁
和

三
年
の
葉
状
で

は
､
｢去
る
嘉
祥
三
年

(八
五
〇
)
の
大
地
震
に
形
勢
が
変

っ
た
の
で
､
出
羽
国

- 10-



(112)
112

府
を
最
上
郡
大
山
郷
保
宝
士
野

(ほ
ほ
し
の
)
に
遷
建
し
た
い
｣
(三
代
実
免

仁

和
三
年
五
月
二
十
日
)
と
申
請
し
た
が
､
朝
廷
は
軍
事
的

･
行
政
的
立
場
か
ら
最

上
郡

へ
の
藤
転
を
許
可

せ
ず

し

て
､
｢
井
口
｣

国
府
近
ぐ
の
高
地
に
建
設
を

命
じ
た
｡

そ
の
明
確
な
位
置
は
不
明
で
あ
る
･が
､

酒
田
市
本
楯
新
田
目

(も
と

だ
て
あ
う
た
め
)
に
移
転
し
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る

春

田
･
横
山
-
前
掲
亨

二
八
頁
)｡

出
羽
柵
に
国
衛
が
併
設
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
出
羽
柵
に
比
足

さ
れ
る
遺
跡
に
つ
い
て
み
る
と
､
三
遺
跡
が
あ
る
｡
ま
ず
そ
の
う
ち
､
東
田
川

郡
助
川

(現

三
川
村
)
に
出
羽
柵
が
所
在
し
た
と

『
地
理
志
料
』
(出
羽
郡

四

五
〇
頁
)
に
記
述
し
て
い
る
が
､
『地
名
辞
書
』
(八
一
五
至

は
､
そ
の
所
在
を

擬
定
し
た
証
拠
は
明
白
で
な
い
と
い
う
｡
三
川
村
助
川
に
擬
定
し
う
る
遺
跡
は

目
下
の
と
こ
ろ
明
確
で
は
な
い
｡
次
の
擬
定
遺
跡
は
､
昭
和
四
年

二
九
二
九
)

八
月
に
発
見
さ
れ
た
西
田
川
郡
大
山
町
(現

鶴
岡
市
)太
平
山
北
贋

の
大
山
柵

跡
で
あ
る
｡
そ
し
て
昭
和
六
年

(
完

三

)
に
発
見
さ
れ
た
飽
海
郡
本
楯

(ち

と
だ
て
)
東
城
輪

(さ
の
わ
)=
現
酒
田
市
城
内
の
城
輪
禰
跡
を
出
羽
柵
に
擬
定

し
､
大
山
柵
跡
を
当
初
9
出
羽
柵
と
し
た

(上
田
三
平
-
城
輪
柵
祉

･
払
EE
柵
虻

文
部
省
史
蹟
調
査
報
告

三

昭
和
七
年
)
｡

城
輪
柵
跡
を
も

っ
て
､

和
銅
元
年

･(七
〇
八
)
九
月
二
十
八
日
に
越
後
国
が
出
羽
郡
を
創
置

し
た

時
に
移
置
し
た

甘
周
柵
と
し
た
の
で
あ
る

(続
日
本
軍

｡

加
藤
孝
の
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
､

城
輪
柵
跡
に
つ
い
て
､
奈
良
朝
末
か
ら
平
安
朝
初
期
に
､
外
装
を
整
備
し
た
幸

崎
行
政
上
の
出
羽
国
府
跡
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う

(城
輪
柵
祉
再

考

古
代
文
化

七
ノ
三

昭
和
三
六
年
)o

L
か
し
､
城
輪
柵
跡
は
､
当
初
は
出

羽
柵
で
､
後
に
出
羽
国
分
寺
に
な

っ
た
と
す
る
説
､
次
に
､
出
羽
国
分
寺
説
､

第
三
に
征
夷
開
拓
期
の
城
柵
説
､
第
四
に
前
述
の
加
藤
説
の
四
説
が
あ
る
が
､

い
ず
れ
も
論
定
し
え
ず
､
結
論
は
出

て
い
な
い
(板
橋
源
‥
｢東
日
本
｣
古
代
城
柵

跡

大
場
準
雄

･
内
藤
政
恒

･
八
幡

1
郎
監
修
･･新
版
考
古
学
講
座

六
巻

有
史
文
化

(上
)
雄
山
閣

昭
和
四
五
年

1
二
六
頁
､
伊
東
信
雄

･
板
橋
汲
･
飯
田
須
賀
斯

･
柏

倉
亮
吉
‥
城
輪
跡

予
備
調
査
概
報

酒
田
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
〇
年
)
｡
な
お
､

坂
詰
秀

l
は
､
大
山
酢
跡
に
･つ
/い
ごて
(
･出
乳
郡
衛
に
猿
似
す
る
･
1
時
的
使
舟
を

目
的
と
し
た
初
期
の
出
羽
柵
で
は
な

い
か
と
い
う

(大
山
柵
跡
の
再
検
討

立
正

史
学

二
七

昭
和
三
八
年
)｡
さ
ら
に
､
和
銅
五
年

(七
一
二
)
九
月
二
十
三
日

(続
日
本
紀
)､
越
後
か
ら
郡
を
き
い
て
出
羽
国
が
設
置
さ
れ
､
同
年
十
月

一
日

(続
日
本
紀
)､
-陸
奥
国
か
ら
置
賜

･
最
上
両
郡
を
出
羽
国
に
所
属
さ
せ
た
が
､

こ
の
時
の
出
羽
国
府
ほ
東
田
川
郡
渡
前
村

.(わ
た
ま
え
む
ら
).字
平
形

4g:ひ
ら
か

た
∀
(現

藤
島
町
)
に
あ
▲つ
た
と
い
わ
れ
る

(地
名
辞
書

八
一
四
頁
)｡
大
観

如
電
は

『
続
日
本
紀
』
･
『
日
本
後
紀
』
･
｢
三
代
葉
蘭
』
等
の
古
文
献
を
検
討

･

吟
味
し
て
､
和
銅
の
出
羽
国
創
置
の
時
に
は
､
国
府
を

｢
藤
島
｣

に
設
置
t
､

約
百
年
を
経
て
井
上
郷

(東
田
川
郡
広
野
村
)
4g:大
観
は
井
口
で
は
な
く
井
上
で
あ
る

と
い
う
呼
に
遷
置
し
､
ま
た
八
十
余
年
し
て
再
び

｢
藤
島
｣

に
復
置
さ
れ
た
と

推
論
し
て
い
る

･(駅
路
通

三

〇-
三

三
頁
)
｡
平
形
に

｢
国
分

(こ
く
ぷ
ん
)
｣

と
い
う
地
名
が
残
存
し

(誉
田

･
横
山
‥
前
掲
書

二
九
頁
)､

近
く
に
六
社
神
社

一

(式
内
社
六
寵
が
合
型

が
鎮
座
し
､

国
府
の
総
社
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
て
い

る
｡
従

っ
て
､
国
分
寺
も
建
立
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
､
明
確
45'根
拠
は
な
い
.

(誉
田
･
横
山
-
前
掲
書

二
七
⊥

元

頁
)｡
そ
の
後
､
宝
亀
六
年

(七
七
五
).
hit

な
っ
て
､
出
羽
国
府
は
飽
海
郡
上
田
村
井
口

(現

酒
田
市
)
に
選
置
さ
れ
､
そ

の
時
国
分
寺
も
移
さ
れ
て
城
輪
柵
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

(斎
藤
忠
-
日
本

古
代
遺
跡
の
研
究

総
説

吉
川
弘
文
館

昭
和
四
三
年

一
六
七
頁
)
｡
し
か
し
､
最

近
の
城
輪
柵
の
発
堀
調
査
で
は
､

城
輪
柵
跡

=
国
分
寺
跡
説
は
否

定

的

で
あ

る
｡
な
お
､
昭
和
四
十
四
年
六
月
に
城
輪
の
北

一
粁
の
明
成
寺
か
ら
入
間
×
五

間
と
推
測
さ
れ
る
建
築
物
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
が
､
そ
の
結
果
は
ま
だ
明
白

で
な
い

(誉
田
･
横
山
‥
前
掲
書

二
九
頁
)
｡
出
羽
国
府
が
遷
置
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
､
早
-
か
ら
青
田
束
伍
が
碇
唱
し
て
い
た

(出
羽
国
府
遷
廃
考

歴
史

地
理

一
〇
ノ
三

周
拍
四
〇
年

二
六
一
-
二
七
七
頁
)
『
延
書
式
』
第
二
十
六
主

税
上
の

｢
諸
国
出
挙
正
税
公
麟
雑
稲
｣
に
､
出
羽
国
分
寺
の
国
分
寺
料
の
記
載

が
欠
落
し
て
い
る
の
で

(東
北
大
学
東
北
文
化
研
究
会
編
‥
蝦
夷
史
料

吉
川
弘
文
館

昭
和
三
二
年

二
二
二
頁
)､
出
羽
国
分
寺
は
建
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
解

釈
も
あ
る
が
､
最
近
で
は

『
延
書
式
』
主
税
の
記
事
が
脱
落
で
あ

っ
た
と
い
う

見
方
も
強
い
.｡
何
故

な
ら
､
『
弘
仁
式
』
の

｢
主
税
｣
(弘
仁
十
J
年
=
八
二
〇
-

- ll-



111(111)

四
月
二
十
一
日
)
の
｢
出
羽
国
出
挙
稲
｣
の
条
に
､
国
分
寺
料
と
し
て
四
万
束
を
計

上
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

へ前
掲

蝦
夷
史
料

七
五
頁
)｡

ま
た
､

東
和
四
年

(八
三
七
二

ハ
月
六
日
の
条

(続
日
本
後
記
)
に
､
出
羽
守
小
野
宗
成
ほ
､
そ
の

所
管
す
る
国
分
二
寺
の
仏
菩
薩
像
や
経
典
を
奉
納

し
て

い
る
記
事
が
見
ら
れ

る
｡
そ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
､
平
安
朝
の
初
期
に
出
羽
国
に
も
国
分
僧
寺

･

同
尼
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
､
延
害
の
頃
に
は
､
出
羽

国
分
寺
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
｡
『文
徳
実
録
』
の
嘉
祥

三
年

(八
五
〇
)
十
月
十
六
日
の
条
に
は
､
出
羽
に
大
地
震
が
あ
り
､
『三
代
実

録
』
の
元
慶
二
年

(八
七
八
)
三
月
二
十
九
日
の
条
に
は
､
夷
仔
の
飯
乱
が
記
載

さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
ら
の
事
件
に
よ
り
出
羽
国
は
疲
弊
し
て
い
た
の
で
､
仁
和

三
年
の
出
羽
国
符

の
.移
転

の
際
に

(三
代
実
録

同
年
五
月
二
十
且

､
朝
廷
は

｢須
下
択
〓
旧
府
近
側
高
敏
之
地
l｡
閑
月
遠
道
｡
不
レ妨
二農
務
t｡
用
t衰

旧
材
一｡

勿
上
レ労
二新
採
l｡

官
帳
之
数
｡

不
レ
得
こ増
減
l｡

勅
宜
下
依
二官
議
-｡

早
令
上
レ

行
レ之
｡｣
と
合
し
た
｡
か
か
る
状
態
か
ら
す
れ
ば
､
国
分
寺
は
大
地
震
で
倒
壊

し
た
後
､
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
､
国
分

.寺
は
､
最
上
郡
鮭
川
村
京
塚
に
建
立
さ
れ
､
そ
の
後
に
山
形
城
主
が
山
形
に
移

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
'
定
か
で
は
な
い
｡
現
在
､
山
形
市
官
町
に
国
分
寺
が

あ
る

(地
名
辞
書

七
二
四
･
八
三
九
-
八
四
〇
頁
'
新
考

四
七
八
､
四
八
七
､
四

九
一-
四
九
三
､
五
〇
八
1
五
〇
九
頁
､
誉
田
･
横
山
‥
前
掲
書

二
九
-
三
〇
頁
)0

本
論
題
か
ら
外
れ
､
国
府
と
国
分
寺
の
研
究
展
望
に
多
く
の
紙
数
を
費
し
た

が
､
要
す
る
に
､
最
上
川
の
下
流
流
域
､
特
に
城
輪
周
辺
や
古
代
に
お
け
る
出

羽
の
中
核
地
域
で
あ

っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
､
最
上
川
下
流
北
岸
の

｢
城
輪
｣
･を
経
由
す
る
古
代
交
通
路
の
順
路

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

扱
て
､
右
の
国
府

･
国
分
寺
の
所
在
地
論
議
と
合
わ
せ
て
､
駅
路
に
関
係
の

深
い
飽
海
郡
家
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
｡
前
述
し
た
よ
う
に
､
『地
理
志
料
』

(四
四
七
頁
)
に
､
飽
海
郡
飽
海
郷
の
東
部
に

｢
郡
山
｣
が
あ
り
､
こ
こ
が
郡
家

の
所
在
地
で
あ
る
と
推
定
し
て
か
ら
､
『地
名
辞
書
』
(八
二
八
頁
)､
『駅
路
通
』

(
二

九
頁
).､
『新
考
』
(五
1
五
-
五
T
六
頁
)､
お
よ
び
､
『水
駅
の
実
地
研
究
』

(二
四
頁
)
に
も
都
岡
説
に
共
鳴
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
､
筆
者
の
考
察
を
次
に
加

え
る
｡

7
般
に
､

郡
家
が
駅
家
を
兼
掌
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
｢郡
山
｣

か
､

そ
の
近
傍
に

｢
飽
海
駅
家
｣

が
所
在
し
た
と
推
察
し
う
る
｡

し
か
し
､

｢
郡
山
｣
近
辺
に
主
要
な
古
代
遺
跡
は
な
い
が
､
北
六
､
三
粁
に
出
羽
の
中
核

的
遺
跡
と
考
え
て
よ
い
城
輪
柵
跡
が
あ
る
｡
｢
郡
山
｣
の
南
東
に
字

｢
三
之
官
｣
､

ま
た
南
で
､
今
の
最
上
川
の
北
岸
に
飛
鳥

(あ
す
か
)｣
が
あ
り
へ
こ
こ
に
飛
鳥

神
社
が
鎮
座
す
る
｡

な
お
､
｢郡
山
｣

の
南
東
方
の
山
麓
に
式
内
社
小
物
忌
神

社
が
鎮
座
す
る

(内
務
省
蔵
版
‥
特
選
神
名
牒

思
文
関

大
正
一
四
年

四
八
〇

頁
)
｡な
お
､

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
､
｢飽
海
｣

駅
家
が
水
駅
で
あ
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
｢佐
芸
｣
駅
家
が

｢
清
川
｣

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
､

｢
飽
海
｣
駅
家
ま
で
陸
路
で
通
ず
る
｡
し
か
し
､
も
し

｢
佐
芸
｣
駅
家
を

｢
鮭

川
村
｣
の

｢
真
木
｣

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
､
水
路
が
便
利
で
あ
り
､
『延
書

式
』
に
も
水
駅
と

競
走
し
て
い
る
か
ら
､
次
の
駅
家
の

｢
飽
海
｣

に
至
る
の

で
､
｢飽
海
｣
は
河
港
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
そ
う
す
る
と
､
｢飽
海
｣

は

『
延
書
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
､
船
の
発
着
の
駅
家
で
あ
り
､
水
駅

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
新
野
は

｢
水
駅
な
ら
ざ
る
水
駅
が
事
実
あ

っ

た
｣
と
碇
唱
す
る

(歴
史

二
八

昭
湘
三
九
年
)
｡

要
す
る
に
､
城
輪
柵
跡
の
遺
跡
の
性
格
を
論
定
し
う
る
こ
と
は
､
目
下
の
上

こ
ろ
困
難
で
あ
る
が
､
出
羽
国
の
中
核
的
な
機
能
を
果
し
た
機
関
の
遺
跡
で
あ

ろ
う
と
推
定
し
う
る
し
､
ま
た

｢
郡
山
｣
付
近
に
､
飽
海
駅
家
の
所
在
を
推
察

し
う
る
｡
し
た
が
っ
て
､
飽
海
駅
家
か
ら
城
輪
柵
ま
で
と
､
城
輪
柵
か
ら
遊
佐

駅
家
ま
で
の
経
魔
は
考
え
ら
れ
る
が
､
具
体
的
な
駅
路
の
位
置
を
今
復
原
し
え

な

い
｡
次
の
駅
家
は

｢
遊
佐
｣
で
､
駅
馬
十
疋
を
保
有
す
る
｡
『和
名
抄
』
(六
三
七

頁
)
に
よ
る
と
､
飽
海
郡
に

｢
遊
佐
郷
｣
が
あ
る
｡

こ
の
郷
に
遊
佐
駅
家
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
『地
理
恵
料
』
へ四
四
入
貢
)
に
は
､
遊
佐
郷
に
遊
佐
駅
が

あ

っ
た
と
説
く
｡
こ
の
遊
佐
郷
を
現
在
の
飽
海
郡
遊
佐
町
大
字
遊
佐
で
あ
る
と

す
る
と
､
城
輪
柵
跡
の
北
五
､
三
粁
の
付
近
に
あ
た
る
｡

こ
の
付
近
に
は
顕
著
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な
古
代
遺
跡
は
な
い
｡
『地
名
辞
書
』
(八
四
一
貫
)､
『駅
路
通
』
(
一
二
四
貢
)､

『新
考
』
(四
九
一
頁
)
の
三
者
と
も
に
､
『地
理
志
料
』
の
説

に
共

鳴

し

て
い

る
｡
し
か
し
､
遊
佐
に
は
駅
家
の
所
在
を
証
明
す
る
具
体
的
証
拠
は
な
い
｡
こ

の
駅
家
か
ら
北

へ
は
､
日
本
海
岸
に
沿

っ
て
北
上
し
た
と
考
え
る
の
が
､
至
極

当
然
の
こ
と
で
あ
る
｡
遊
佐
駅
家
の
北
西
約
七
粁
の
地
点
､
す
な
わ
ち
吹
浦
川

河
口
北
岸

(飽
海
郡
遊
佐
町
吹
浦
)
に
式
内
社
大
物
忌
神
社
が
鎮
座
す
る

(前
掲

特
選
神
名
牒

四
八
〇
頁
)｡

『式
内
社
』
の
記
載
順
序
に
よ
る
と
､
次
は

｢
相
方

(き
き
か
た
)｣

の
駅
家

で
あ
り
､
駅
馬
十
二
疋
を
備
え
る
.
『和
名
抄
』

に
は

｢
甜
方
｣

の
郡
名
も
郷

名
も
な
い
｡
『和
名
抄
』
記
載
の

｢
飽
海
郡
雄
波

(お
な
み
)
郷
が

｢
相
方
｣
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る

(地
名
辞
書

八
五
四
頁
)｡
中
世
に
､
『和
名
抄
』
〓
ハ

三
七
-
六
三
八
頁
)
に
載
る
飽
海
郡
雄
波

･
日

(由
)
理

･
余
戸
の
三
郷
と
河
辺

郡
全
郷
と
を
合
わ
せ
て
由
理
郡
を
建
郡
し
た
｡
し
か
し
､
近
世
の
河
辺
郡
は
､

古
代
の
河
辺
郡
と
同

一
で
は
な
い

(地
名
辞
書

九
一
入
貢
)｡
『
地
理
志
料
』
(四

四
八
頁
)
に
よ
る
と
､
｢
塩
越
村
｣
の

｢
象
潟
島
｣
に
相
方
駅
家
が
所
在
し
た
と

い
う
｡
塩
越

(し
お
こ

し
)
は
現
在
の
象
潟

(き
き
か
il)
町
中
心
集
落
の
北
部

に
あ
り
､
付
近

一
帯
に
は
象
潟
の
跡
が
腐
る
｡
こ
こ
が
遊
佐
と
由
理
の
中
間
に

当
る
の
で
､
こ
の
付
近
が
相
方
駅
家
の
位
置
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
が
､
具

体
的
に
証
拠
と
な
る
遺
跡
は
な
い

(地
名
辞
書

八
五
六
頁
)
｡
大
槻
如
電
も
竜
田

説
に
従

っ
て
い
る
が
､

擬
定
根
拠
を
掲
げ
て
い
な
い

(駅
路
通

一
二
四
-

一
二

五
頁
)｡
井
上
通
泰
も
青
田
説
に
同
調
し
て
い
る

(新
考

五
〇
六
頁
)｡

相
方
か
ら
日
本
海
岸
に
沿

っ
て
､
北
上
し
由
理
に
入
る
｡
由
理
の
駅
家
は
駅

烏
十
二
疋
と
伝
馬
六
疋
を
保
有
す
る
｡
『和
名
抄
』

記
載
の
飽
海
郡
日
理
郷
に

当
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
.
字
体
か
ら
考
え
て
､
｢
日
｣
は
｢由
｣
の
誤
記
で

あ
ろ
う
と
考
え
た
い
o
『地
名
辞
書
』
(八
六
l
革

も

｢
日
｣
漉

｢
由
｣
の
誤
記

で
あ
る
と
い
う
｡
『地
理
志
料
』
二
四
四
八
頁
)
に
は
､
｢由
理
｣
項
に
由
理
駅
家

を
記
述
し
て
い
る
が
､
所
在
地
の
擬
定
は
な
い
.｡
し
か
し
､
由
理
柵
跡
は
由
理

の
平
沢
村
に
あ
る
と
い
う
が
､
平
沢
村
は
現
在
の
秋
由

県
由
利
郡
仁
賀
保

(に

か
ほ
)
町
の
中
心
集
落
で
あ
る
｡
し
か
し
､
柵
や
駅
家
関
係
の
遺
跡
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
.
由
理
柵
は

『続
日
本
紀
』
宝
亀
十

1
年

(七
八
〇
)
八
月
二
十
三

日
の
条
に
初
現
す
る
｡
詳
し
い
記
載
は
な
く
､
｢居
〓戚
之
要
害
一｡
東
二秋
田
之

道
l｡
亦
宜
レ遣
〓
レ兵
相
助
防
禦
一｡｣
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
｡
由
理
柵

の
位
置
に
つ
い
て
､
青
田
東
伍
は
､
子
吉
川
下
流
域
の
地
勢
､
秋
田
へ
の
中
継

地
､
助
河
駅
を
経
て
雄
勝
城

へ
の
連
絡
の
位
置
に
あ
る
こ
と
､
お
よ
び
子
吉
川

河
口
の
古
雪

(ふ
る
き
)
は
古
柵

(ふ
る
き
)
の
通
名
で
は
な
い
か
と
い
う
諸
点

か
ら
､
本
庄
に
擬
定
し
て
い
る
が
､
具
体
的
証
拠
が
な
い
の
で
､
明
確
な
こ
と

は
不
明
で
あ
る

(地
名
辞
書

八
六
四
頁
)｡
な
お
､
青
田
は
､
由
理
柵
は
駅
家
を

兼
掌
し
て
い
た
と
い
う
｡
秋
田
に
至
る
要
地
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
大
観
如
電

も
青
田
説
に
従
い

(駅
路
通

二
一五
頁
)､
井
上
通
泰
も
青

田
説
に
同
意
し
て

い
る

(新
考

五
〇
六
頁
)｡

な
お
､
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
が
､
雄
勝
城
と
由
理
柵
を
連
絡
し
た
と
す

れ
ば
､

そ
の
通
路
は
何
処
を
経
由

し
た
の
か
明
白
で
な
い
C
天
平
宝
字
三
年

へ七
五
九
)
に
儲
置
さ
れ
た
助
河
駅

(続
日
本
紀

天
平
宝
字
三
年
九
月
二
十
六
日
)

は
､
『地
名
辞
書
』
に
よ
る
と
､
石
沢
川
上
流
の
高
漸
川
流
域
の
旧
下
郷
村

(堤

東
由
利
村
西
部
)
と
さ
ら
に
上
流
の
旧
.玉
米
村

(現

東
乱
利
村
南
部
)
の
間
に
設

置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る

(八
七
〇
頁
)｡
す
な
わ
ち
､
そ
の

推
定
地
は

『和
名
抄
』
記
載
の

｢
河
辺
郡
中
山
郷
｣
に
当
る
｡
雄
勝
郡
羽
後
町

足
田
.(雄
勝
城
擬
定
城
柵
遺
跡
)
や
同
町
郡
山

(郡
衛
擬
定
地
)
か
ら
西
の
同
町
字

七
窪

(窯
跡
)
を
通
り
､
横
根
峠
を
越
え
､
田
代
川
上
流
の
上
到
米

(か
み
と
う

ま
い
-
上
玉
米
)
に
至
り
､
そ
こ
か
ら
田
代
川
に
沿

っ
て
下
り
､
高
瀬
川

(田
代

I

川
の
下
流
)
川
岸
を
通
り
､
今
の
本
荘
街
道
の
順
路
の
よ
う

に
通
行
し
て
子
吉

川
河
口
の
由
理
柵
に
向

っ
た
｡
し
か
し
､
そ
れ
は
青
田
説
に
従
え
ば
の
こ
と
で

あ
り
､
井
上
通
春
は
､
天
平
宝
字
の
初
期
に
は
山
道

(山
北

せ
ん
ぼ
く
)
を
経

て
秋
田
に
至
る
通
路
は
､
開
発
さ
れ
て
い
た
が
､
由
利
を
経
由
し
て
秋
田
に
到一･･l

達
す
る
海
道
は
ま
だ
通
じ
て
い
な
い
･の
で
､
助
河
駅
は
雄
物
川
沿

い
に
所
在
し

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(新
考

五
〇
七
頁
)｡
と
こ
ろ
が
へ
前
述
し

た
が
､
新
野
直
音
の
臨
地
調
査
に
よ
り
､
助
河
駅
家
の
所
在
は
､
平
鹿
郡
増
田

町
八
木

(皆
源
川
右
岸
)
に
比
定
し
て
い
る
二
古
代
東
北
の
開
拓

4g:前
掲
3>

一
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四
二
頁
)｡

次
の
駅
家
は

『延
書
式
』
に
よ
る
と
､
自
谷

へし
ら
や
)
で
あ
る
｡

こ
の
駅

家
は
駅
馬
七
疋
､
伝
馬
一二
疋
､
船
五
隻
を
保
有
す
る
｡
こ
の
よ
う
に
駅
馬
の
外

に
､

伝
馬
と
船
を
備
え
る
の
は
､

野
後
､

避
翼
の
駅
家
と
本
駅
家
の
み
で
あ

る
｡
そ
れ
ら
聖
二
条
件
を
備
え
る
と
い
う
の
は
､
111駅
家
が
水
陸
交
通
の
要
衝

の
地
に
立
地
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
｡
『和
名
抄
』
(六
三
七
-
六
三
入
京
)
に

は
､
自
谷
に
額
似
す
る
郡
名
､
郷
名
す
ら
な
い
し
､
勿
論
､
当
駅
家
の
記
載
は

な
い
｡
ま
ず
､
当
駅
家
の
所
在
地
に
つ
い
て
､
明
確
な
こ
と
は
船
を
保
有
し
て

い
た
の
で
､
水
域
に
臨
む
地
点
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
『地
理
志
料
』

(四
四
九
頁
)
に
よ
る
と
､
自
谷
の

｢
自
｣
は

｢
石
｣
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
述

.ヽ-

ベ
､
｢
有
谷
｣
を

｢
岩
谷

(い
わ
や
)｣
に
比
定
し
て
い
る
｡
｢自
｣
と

｢
石
｣
の

誤
り
の
根
拠
に
つ
い
て
は
､
説
述
さ
れ
て
い
庵
い
｡
今
少
時
､
都
岡
説
を
許
容

す
る
と
､
岩
谷
は
本
荘
市
の
中
心
部

か
ら

八
粁
余
の
北
北
東
の
地
点

(由
利
郡

大
内
=

お
お
う
ち
=
町
)
に
あ
り
､
芋
川
に
臨
む
｡
岩
谷
に
擬
定
す
る
と
由
理
駅

家
と
の
間
隔
が
近
す
ぎ

る
こ
と
に
な
る
｡
『厩
牧
舎
』
(前
掲
)
の

｢
諸
道
置
駅

傭
｣
の
規
定
に
よ
る
と

｢須
置
駅
著
毎
三
十
星
置

一
駅
｣
と
あ
る
｡
『雑
令
』
(令

義
解
-
前
掲
)
に
よ
る
と
､
｢度
十
分
催
｣

に
は

｢
一
尺
二
寸
為
大
尺

一
尺
｣
と

あ
り
､
さ
ら
に
､
｢度
地
健
｣
に

｢
皆
用
大
｣
と
規
定
さ
れ
､
｢度
地
五
尺
為
歩

燥
｣
に

｢
度
地
五
尺
為
歩
｡
三
百
歩
為
里
｣
と
あ
り
､
大
体
現
在
尺
に
換
算
す

る
と
､
和
銅
年
間
に
は
曲
尺
六
尺
を

l
間
､
六
十
間
を

一
町
､
六
町
を

1
里
と

し
た
の
で
､

五
里
に
相
当
す
る
｡

そ
う
す
る
と
､
『厩
牧
令
』
競
走
の
駅
家
間

の
原
則
的
距
離
に
照
合
し
て
も
､
本
荘
-
岩
谷
間
は
近
距
離
に
あ
る
の
で
､
岩

谷
擬
定
に
は
疑
問
が
残
る
｡
も
っ
と
も
そ
の
原
則
的
距
離
を
固
く
基
本
尺
度
と

し
て
駅
家
間
を
設
定
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
が
､
本
荘

･
岩
谷
間
に
設
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
極
的
理
由
は
見
出
さ
れ
な
い
｡
『地
名
辞
書
』
(九
一
七

頁
)
に
よ
る
と
'
相
方
よ
り
由
理
ま
で
七
里
､
秋
田

(土
崎
)
ま
で
十
二
里
の
路

程
で
あ
る
か
ら
､
河
南
に

1
駅
を
要
す
る
｡
船
を
常
備
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考

え
て
､
自
谷
は
河
辞
で
あ
り
､
そ
の
位
置
は
､
百
三
段

(も
も
さ
ん
だ
ん
)
に
あ

っ
た
と
擬
定
し
て
い
る
｡
百
三
段
は
雄
物
川
河
口
左
岸
の
｢新
屋
｣
･
｢浜
田
｣
･

｢豊
岩
｣

一
帯
の
地
域
名
で
あ
る
か
ら
､
具
体
的
な
駅
家
位
置

は
不
明
で
あ

る
｡
な
お
､
『駅
路
通
』
二

二
六
頁
)
に
よ
れ
ば
､
｢自
谷
｣

は

｢
石
谷

へい
わ

や
)｣
の
誤
字
で
あ
り
､
さ
ら
に
､
｢
石
谷
｣

を

｢
い
し
だ
に
｣

と
訓
み
､
｢
石

田
｣
と
転
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
｡
そ
t
て
､
現
在
の
河
辺
郡
雄
和
村
川
添

(か
わ
そ
え
)
地
区
の
字
石
田

(い
し
だ
)
に
白
谷
駅
を
擬
定
し
て
い
る
｡
な
お

『新
考
』
五

一
〇
頁
)
を
み
る
と
､
井
上
は
青
田
説
に
従
う
の
み
で
､
具
体
的

な
推
論
は
な
い
｡
新
野
直
吉
は
実
地
調
査
に
よ
り
､
次
の
よ
う
に
論
考
し
て
い

る
｡
『地
名
辞
書
』
(九
一
七
1
九
一
九
頁
)
に
よ
れ
ば
､
白
谷
駅
の
位
置
は

｢
百

三
段
｣
で
､
勝
平
山
山
麓
の

｢
新
星

(あ
ら
や
)｣
に
擬
定
さ
れ
る
と
い
う
｡
勝

平
山
は
現
在
の
五
万
分
の

一
地
形
図

｢秋
田
｣
(昭
和
三
三
年
六
月
発
行
)
図
幅
に

ょ
る
と
､

旧
雄
物
川
河
口
左
岸
に
あ
り
､
標
高
四
九
米
で
あ
る
｡
｢新
屋
｣
は

秋
田
城
が
所
在
し
て
い
た

｢
高
清
水
岡

(た
か
し
み
ず
お
か
)｣

と
は
対
岸
に
位

置
す
る
の
で
､
も
し
雄
物
川

(秋
田
河
)
が

｢
高
清
水
岡
｣

の
南
を
流
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
､
｢新
星
｣
は
渡
河
点
で
あ

っ
て
､
｢水
駅
｣
と
は
な
ら
な
い
｡
ま

た
､
雄
物
川
が

｢
高
清
水
岡
｣

の
北
を
流
れ
て
い
た
と
し
て
も
､
｢新
星
｣
と

｢
高
清
水
｣
と
は
指
呼
の
間
に
あ
る
か
ら
､
も
し
勝
平
山
麓
の

｢
新
星
｣

に
白

谷
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
､
特
に
､
秋
田
城
の
近
傍
に
､
秋
田
駅
家

を
設
け
る
必
要
性
は
な
か
ろ
う
｡
し
か
し
､
『延
書
式
』
｢
諸
国
駅
伝
馬
｣
に
は

秋
田
駅
家
が
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
で
は
､
｢由
理
｣
か
ら

｢自
谷
｣
ま
で
は

い
か
な
る
順
路
の
通
路
が
在
存
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡
｢由
理
｣
か
ら
｢秋

田
｣
に
向
う
道
路
は
､
近
世
ま
で
本
荘
の
石
脇
か
ら
芋
川
の
右
岸
に
沿

っ
て
漸

上
し
､
由
利
郡
大
内
村
下
瀧
付
近
か
ら
芋
川
支
流
の
小
関
川
に
沿

っ
て
上
流

へ

向
い
､
由
利
郡
大
内
村
字

｢碇
｣
か
ら
北
に
向

っ
て
､
｢
西
又
｣
･
｢大
橋
｣
･
｢陣

笠
｣
を
経
て
､
雄
物
川
左
岸
の

｢
新
改

(あ
ら
は
)｣
(河
辺
郡
雄
和
村
)
に
至
る

道
路
が
あ

っ
た
｡
し
か
も
､
｢新
改
｣

は
鉄
道
開
通
ま
で
は
､
雄
物
川
の
水
運

を
利
用
し
た
河
港
で
､
物
資
の
集
散
地
で
あ

っ
た
｡
な
お
､
秋
用
に
向
う
交
通

は
､
す
べ
て
川
舟
に
よ
っ
た
｡
明
治
年
間
に
は
､
｢新
改
｣
か
ら

｢秋
田
｣
ま
で

ほ
小
径
し
な
か
っ
た
｡
近
世
や
近
代
初
頭
に
お
い
て
も
､
か
か
る
交
通
事
情
で

あ

っ
た
か
ら
､
由
理
か
ら
秋
田
へ
の
経
■路
に
は
､
河
川
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
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か
っ
た
の
で
あ
る
｡
古
代
で
は
､
水
駅
駅
伝
に
よ
ら
ざ

る
を

え
な
か
っ
た
｡

｢由
理
｣
と

｢
秋
田
｣
両
駅
間
の
距
離
､
お
よ
び
､
｢由
理
｣
か
ら
雄
物
川
流
域

に
卦
達
す
る
順
路
の
地
形
状
態
か
ら
も
､
自
谷
駅
家
の
擬
定
地
は

｢
新
改
｣
で

あ
る

(水
駅
の
実
地
研
究

二
八
-

二
九
葺
)
｡
筆
者
も
新
野
説
に
共
鳴
す
る
｡

次
の
駅
家
は
秋
田

(あ
い
た
)
駅
家
で
､
出
羽
駅
路
の
藤
点
で
あ
る
｡
『延
書

式
』
｢諸
国
駅
伝
馬
｣
に
よ
れ
ば
､
自
谷
駅
の
次
町
記
載
駅
家
は
｢飽
海
｣
で
あ

る
が
､
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
｡
飽
海
駅
家
は
城
輪
柵
跡
の
南
六
､
三
粁

の

｢
郡
山
｣
に
所
在
し
た
と
擬
定
さ
れ
う
る
｡
し
た
が

っ
て
､
秋
田
駅
家
が
自

谷
駅
家
の
次
駅
に
な
る
｡
当
駅
家
の
保
有
駅
馬
は
十
疋
で
あ
る
｡
前
述
し
た
が
､

『続
日
本
紀
』
天
平
五
年

(七
三
三
)
十
二
月
二
十
六
日
の
条
に
､
出
羽
柵
が
秋

田
村
高
清
水
岡
に
遷
置
さ
れ
た
記
事
が
載
る
｡
丁
度
､
今
の
秋
田
市
寺
内

(て

ら
う
ち
)
町
に
高
清
水
の
丘
が
あ
り
､

旧
雄
物
川
を
南
西
に
臨
む
｡
そ

の
丘
に

秋
田
城
跡
が
発
掘
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
｡
出
羽
柵
は
天
平
宝
字
五
年

(七

六
一
二
別
後
か
ら
秋
田
城
と
改
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(今
村
義
孝
-
前
掲
書

1
六
頁
)O
出
羽
国
府
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
｡
な
お
､
『
日
本
後
紀
』
延
暦
･二

十
三
年

(八
〇
四
)
十

一
月
二
十
二
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
秋

田
城
は
建
置
四
十

余
年
経
過
し
た
が
'
土
地
生
産
性
は
低
-
北
辺
に
孤
立
し
て
い
る
Q
lで
停
廃
し

た
い
旨
の
進
言
が
あ

っ
た
｡
し
か
し
､
秋
田
城
は
存
続
し
た
｡
天
長
七
年

(八

三
〇
)
の
大
地
震
に
よ
り
､
城
郭
官
舎
並
び
に
堂
舎
が
倒
壊
し
た
こ
と
が
奏
上

さ
れ

(頼
家
国
史

一
七
一

天
長
七
年
正
月
二
十
八
日

蝦
夷
史
料

前
掲

七
八

質
)､
そ
の
後
､
元
慶
二
年

へ八
七
八
)
に
は
､
夷
伴
が
飯
乱
し
て
､
｢今
月
十
五

日
焼
.r
扱
秋
田
城
井
郡
院
屋
舎
城
辺
民
家
lJ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
､
秋
田

城
は
大
被
害
を
受
け

て
い
る

(三
代
実
録
.
1R
慶
二
年
三
月
二
十
九
日
.)｡
特
に
'

『
三
代
実
録
』
元
慶
五
年

(八
八
二

四
月
二
十
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
元
慶
二

年
の
夷
借
が
坂
乱
し
た
当
時
の
大
被
害
の
内
訳
が
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
る

(蝦
夷
史
料

1
〇
八
二

T
八
-
二

九
頁
)｡
そ
の
後
､
秋
田
城
司
藤
原
保
則
が

復
興
に
努
力
し
､
旧
制
に
倍
し
た
｡
そ
し
て
百
数
十
年
は
在
続
し
た
｡
秋
田
城

跡
は
昭
和
三
十
四
年

二
九
五
九
)
か
ら
四
ヶ
年
堅
且
り
､
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
､
そ
の
遺
跡
は
明
確
に
な
っ
た

(文
化
財
保
護
委
員
会
‥
秋
田
城
跡
第

一
次
｣
第

四
次
調
査
概
報

昭
和
三
四
年
-
三
八
年
)｡
そ
の
遺
跡
は
秋
田
市
寺
内
町
の
丘
陵

地
に
存
在
す
る

(文
化
財
保
護
委
員
会
-
全
国
遺
跡
地
図
-
秋
田
県

昭
和
四
〇
年

二
二
頁
)
｡

秋
田
駅
家
の
設
置
は
､
秋
田
城
と
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
た
め

に
､
秋
田
城
の
位
置
を
考
古
学
の
発
掘
報
告
に
よ
り
､
前
述
し
た
よ
う
に
秋
田

市
寺
内
に
確
認
し
た
｡

こ
の
近
傍
に
､

駅
家
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
『和

名
抄
』
へ六
三
八
頁
)
の

｢
秋
田
郡
｣
の
条
に
は

｢
秋
田
郷
｣
と
い
う
郷
名
は
な

い
が
､
｢高
泉
郷
｣
と
い
う
郷
名
の
記
載
が
あ
る
｡
こ
の

｢
高
泉
｣

は
､
前
逮

の
出
羽
柵

萩

田
城
)
の
位
置

｢
高
清
水
岡
｣
(-
秋
田
市
寺
内
)
と
地
名
が
頼
似

す
る
と
こ
ろ
か
ら
､
｢高
泉
郷
｣

に
秋
田
駅
家
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
｡
『地
理
志
料
』
に
よ
る
と

｢
高
泉
｣

を

｢
た
か
し
み
ず
｣
と
訓
読

し
て
お
り
､
高
泉
=
高
清
水
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
『地
名
辞
書
』
(九
三
〇
頁
)

に
も
､
『地
理
志
料
』
と
同
じ
く

｢
高
泉
｣
郷
を

｢
た
か
し
み
ず
｣

と
訓
み
､

｢
高
清
水
｣
岡
を

｢
高
泉
｣
に
比
定
し
て
い
る
｡
秋
田
駅
家
の
位
置
を
考
究
す

る
場
合
､
白
谷
駅
家
と
の
関
係
で
み
る
と
､
白
谷
駅
家
と
秋
田
城
と
の
間
に
設

置
さ
れ
た
か
､
あ
る
い
は
秋
田
城
に
併
設
さ
れ
た
か
の
何
れ
か
で
あ
る
｡
し
か

し
､
自
谷
駅
家
が
水
駅
で
あ
る
か
ら
､
雄
物
川
を
利
用
し
て
秋
田
城
に
向

っ
た

と
考
え
て
よ
い
｡
雄
物
川
は
秋
田
城
が
造
営
さ
れ
て
い
た

｢
高
清
水
岡
｣
の
南

西
を
流
れ
て
い
る
の
で
､
自
谷
駅
か
ら
雄
物
川
を
利
用
す
る
と
､
そ
の
ま
ま
河

川
に
従

っ
て
秋
田
城
ま
で
運
輸
が
可
能
で
あ
る
か
ら
､
｢自
谷
｣

と

｢
高
清
水

岡
｣
と
の
間
に
駅
家
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
｡
こ
･の
よ
う
に
考
え
れ
ば
､
秋

田
城
に
秋
田
駅
家
が
併
設
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
､
城
柵
が
駅
伝
を
兼
掌
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
､
｢自
谷
｣
･
｢高
清
水
岡
｣
間

に
は
全
く

一
駅
設
置
の
必
要
は
な
い
が
､
『延
書
式
』
｢
兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
｣

･の
駅
家
記
載
駅
次
に
よ
る
と
､
｢白
谷
｣
の
次
に
｢飽
海
｣
が
記
さ
れ
て
い
る
0

こ
の

｢
飽
海
｣
駅
家
に
つ
い
て
は
､
前
述
し
た
通
り
､
記
載
順
序
の
誤
謬
で
あ

り
､
飽
海
駅
家
は
城
輪
柵
の
南
六
､
三
粁
の
飽
海
郡

｢
郡
山
｣
付
近
に
所
在
し

た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
｡
実
地
調
査
に
よ
っ
て
も
､
駅
家
の
具
体
的

所
在
位
置
を
把
握
し
え
な
か
っ
た
｡
『地
名
辞
書
』
(九
三
五
頁
)
に
よ
る
と
､
明
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確
な
根
拠
は
な
い
が
､
｢延
書
式
に
秋
田
駅
と
い
ふ
も
､

蓋
､
此
地
に
し
て
､

当
時
の
鋲
域
は
､
高
泉
郷
に
在
り
け
れ
ば
､
添
川
は
其
比

(北
の
誤
記
で
あ
ろ
う
)

隣
に
在
り
て
､
駅
家
を
兼
ね
し
な
り
｣
と
い
う
｡
し
か
し
､
出
羽
水
路
駅
路
は

秋
田
城

へ
の
連
絡
が
重
要
な
目
的
で
あ
る
の
に
､
秋
田
城
の
北
隣
地
の
｢添
川
｣

に
､
秋
田
駅
家
を
散
置
す
る
の
は
､
雄
物
川
の
水
運
上
不
便
な
位
置
に
あ
り
､

ま
た
そ
の
地
が
秋
田
城
の
北
部
に
あ
た
る
の
で
､
秋
田
城
と
の
連
絡
上
も
便
利

で
な
い
｡
｢添
川
｣

は
今
の
秋
臥
市
市
街
地
北
部
で
､

旭
川
の
下
流
域
で
あ
る

(地
名
辞
書

九
二
五
頁
)
｡
な
お
､
『新
考
』
(五
一
五
頁
)
に
も
明
確
な
根
拠
は

な
い
が
､
秋
田
市
市
街
地
の
北
西
の

｢
寺
内
｣
東
部
に
所
在
し
た
で
あ
ろ
う
と

推
察
し
て
い
る
｡
自
谷
駅
家
が
水
駅
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
､
寺
内
東
部

の
雄
物
川
右
岸
に
位
置
し
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
う
る
｡

要
す
る
に
､
右
に
説
述
し
て
き
た
こ
と
を

通
覧
す
る
と
'
次
の
よ
う
で
あ

る
｡陸
奥
の
小
野
駅
家
か
ら
奥
羽
山
脈
を
越
え
て
出
羽
国
に
入
り
､
そ
れ
か
ら
の

駅
路
は
最
上
川
に
沿
い
､
ま
た
そ
れ
を
利
用
し
て
下
流
流
域
の
庄
内
平
野
に
向

っ
た
｡
最
上
川
下
流
か
ら
木
蘭
に
入
り
､
本
荘
か
ら
東
北
に
向

っ
て
雄
物
川
流

域
に
達
し
､
次
は
雄
物
川
の
河
水
を
利
用
し
て
､
秋
田
城
に
到
着
し
た
の
で
あ

る
｡
こ
の
よ
う
に
古
代
駅
路
の
大
体
の
経
路
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
､

具
体
的
な
経
路
と
明
確
な
駅
家
の
所
在

地
を
検
出
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

七
｡

今
後
は
､
本
稿
で
推
論
し
た
駅
家
の
所
在
地

(擬
定
地
)
を
､
陸
奥
江
釣

子
新
平
遺
跡
を
基
に
し
て
試
作
し
た
酔
式
的
駅
家
形
態
で
も
っ
て
､
駅
家
の
所

在
を
臨
地
調
査
に
よ
り
検
出
し
､
さ
ら
に
古
代
交
通
路
を
追
究
し
た
い
と
考
え

て
い
る
｡
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岡
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古
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